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序

　本報告書は、平成 26 年度から平成 27 年度にかけて宜野湾市教育委員会が

実施した西普天間住宅地区内における予備調査の成果報告であります。

　西普天間住宅地区は、平成 27 年 3 月に返還されるまでキャンプ瑞慶覧の一

部として利用されていた地域であり、当該地区は、字普天間、字安仁屋、字新

城、字喜友名の 4 地区に跨る地域となっております。基地接収前は宅地、畑、

お墓などがありましたが、そのほとんどが基地建設に伴う造成工事等により消

失致しました。

　今回の予備調査によって、部分的ながら当時の生活の痕跡を示す遺構や戦前

来受け継がれてきた湧泉群、グスク時代または先史時代まで遡る遺跡などが確

認されております。

　特に安仁屋・新城イシジャー流域古墓群と新城・喜友名の斜面緑地は、米軍

基地として収用された後も大規模な基地造成を免れ、当時の地形が残されてい

る場所であることが確認されております。これらの歴史的遺産を将来の子ども

達に残し、継承していくことが重要であります。

　さらに同地区には国の重要文化財として指定されている「喜友名泉」が所在

し、現在においても地域の財産として大切に継承されております。

　今回の調査成果が、広く市民の歴史的教材ないしは文化財の保護・活用資

料として活かされ、歴史学等の学術資料として御利用いただければ幸いに存

じます。

　末尾になりますが、調査にご協力いただいた宜野湾市軍用地等地主会を始め、

沖縄防衛局並びに関係部署の皆様に対しまして厚く御礼申し上げます。また、

多大なご指導を賜りました文化庁文化財部、沖縄県教育庁文化財課、沖縄県立

埋蔵文化財センター並びに市文化財保護審議会の先生方や、その他関係各位に

対しまして、心から感謝申し上げます。

　平成 31（2019）年２月

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県　宜野湾市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
教育長    知　念　春　美
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例　言

１．本報告書は、宜野湾市教育委員会が国・県の補助を受けて、平成 26 ・ 27 年度に実施した西普天  

　　間住宅地区における予備調査（表面踏査、試掘・確認調査）の成果を収録したものである。

２．発掘調査並びに本文中における遺跡の基準方位は、国土座標系（旧座標系）第ⅩⅤ座標系の座標北

　　を用い、層位・遺構は海抜高（那覇）を基準とした高さである。

３．本書に掲載した地図は、基本的に宜野湾市都市計画課発行の都市計画図（１：2,500）を使用しており、

　　他の情報図については、宜野湾市教育委員会が管理・運営している GIS データを主に使用している。

４．本書で使用した層名は、農林水産技術会議事務局監修の『新版標準土色帖』に準じた。

５．本書の執筆は、仲村　毅、　杉村千重美、　パリノ・サーヴェイ㈱ 沖縄支店があたり、執筆分担は以下に

　　記した 。なお、本書のデジタル編集は杉村の協力を得て、仲村 毅が行った。

 仲村　毅………第Ⅰ章・第Ⅲ章・第Ⅳ章・第Ⅵ章　

 杉村千重美……第Ⅱ章 

 パリノ・サーヴェイ㈱ 沖縄支店……第Ⅴ章 

６．本書に記載した出土遺物の写真撮影・トレースは杉村が行った。

７．現地調査で得られた実測図・写真 ･ 画像デジタルデータ・地形測量図等の各種調査記録類および出土

　　遺物はすべて宜野湾市教育委員会文化課に保管している ｡
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第１節　調査に至る経緯

第Ⅰ章　事業概要

第１節　調査に至る経緯

　今回報告する西普天間住宅地区は、平成 8 年 12 月に「沖縄に関する特別行動委員会」（SACO）の最

終報告において返還が合意されたキャンプ瑞慶覧の一部であり、平成 27 年３月 31 日付で本市に返還

された。返還に向けた取組みは、平成 11 年に閣議決定された「普天間飛行場の移設に係る政府方針」

の中で「駐留軍用地跡地利用の促進及び円滑化等に関する方針」として当該地区の返還に向けて政府方

針が示されたことに始まる。

　平成 13 年 12 月に開催された第 6 回「跡地対策準備協議会」における「取り組み分野ごとの課題と対応

方針についての取りまとめ」において、文化財関係については、「跡地利用計画を策定する上で有効となる

埋蔵文化財の所在状況に係る詳細分布調査に取り組み、これを基に概略の遺構図作成を目指すこと」、詳細

分布調査の実施については、「国において、引き続き財政的な支援を行うように取り組むこと」とされた。

　平成 14 年 7 月の沖縄振興計画では、「駐留軍用地跡地の有効かつ適切な利用は、沖縄の将来の発展

にとって、極めて重要な課題であることから、国、県、及び跡地関係市町村の密接な連携の下、駐留軍

用地跡地の利用の促進に向けて取り組む。」と定め、キャンプ瑞慶覧の跡地利用についても、「良好な住

宅地や生活関連施設、行政サービス施設等の整備を進め、併せて地域商業の活性化を図り、職住近接の

まちづくりを進める」と定められた。平成 25 年 4 月に日米両政府が共同発表した「沖縄における在日

米軍施設・区域に関する統合計画」（以下、「統合計画」）により嘉手名飛行場以南の土地の返還が示され、

その中でキャンプ瑞慶覧内の西普天間住宅地区が「速やかに返還する区域」とされた。

　平成 25 年 5 月には駐留軍用地内の土地の先行取得制度に関連して特定駐留軍用地の指定を受け、6

月には日米合同委員会において返還の合意がなされた。

・返還前の立ち入り申請について

　平成 25 年 8 月に、返還前に文化財調査ができるように「沖縄県における駐留軍用地跡地の有効かつ

適切な利用の推進に関する特別措置法」に基づいて、国（沖縄防衛局）に対し駐留軍用地への立ち入り

あっせんの申請書を提出した。同年 10 月に沖縄防衛局長より宜野湾市長へ文化財調査の許可が通知さ

れた。これにより、キャンプ瑞慶覧（西普天間住宅地区）の斜面緑地の一部について表面踏査を実施した。

　キャンプ瑞慶覧（西普天間住宅地区）は、概ねハウジングエリア（住宅地）と斜面緑地エリアに大別

することができる。ハウジングエリア（住宅地）については、これまで試掘調査が未実施のエリアであり、

斜面緑地についても把握されている埋蔵文化財包蔵地は主として 1980 年代に実施された表面踏査及び

一部の試掘調査の成果によるものであった。そのため、遺跡の範囲及び性格等が明確に把握されている

わけではなく、今後に予定されている沖縄防衛局による支障除去措置や跡地利用計画に伴う開発工事等

に対して文化財の保護調整を円滑に進めるために早急に試掘・確認調査を実施することが求められた。

　平成 26 年 4 月 21 日、沖縄防衛局に対して「駐留軍用地についての調査及び測量の実施に関するあっ

せん申請書」（宜教文第 1 号 -2）を提出し、同年 5 月に許可された。しかし、これらの申請は、掘削を

伴わないものであった。同年 6 月に日米合同委員会の合意を得て、「本年 8 月 15 日以降、掘削を伴う

埋蔵文化財調査及び支障除去措置に係る調査等のための返還前の立ち入り」が可能となった。平成 26

年 8 月 12 日、キャンプ瑞慶覧（西普天間住宅地区）の跡地利用に関する協議会が開かれ、同月 15 日

から試掘調査を実施することを報告し調査を開始した。
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第２節　調査の経緯

・試掘調査の開始

　キャンプ瑞慶覧（西普天間住宅地区）の試掘調査は平成 26 年 8 月 15 日から開始されたが、8 月 22

日までに調査した 22 箇所のうち、3 箇所から異臭・油臭、1 箇所からドラム缶らしき異物が検出され、

土壌汚染の有無を確認するための分析調査を実施することとなり、試掘調査は一時中断することとなっ

た。沖縄防衛局による土壌分析調査が行われ、同年 12 月 19 日に調査結果報告が公表された。この調

査報告を受け、翌年 2 月末に地点を変更して試掘調査再開した。平成 26 年度に実施した試掘調査箇所

は、ハウジングエリアが 63 箇所、斜面緑地エリアが 7 箇所で、計 70 箇所の調査を実施している。

・分布調査について

　平成 26 年度に試掘調査と並行して安仁屋・新城区の分布調査（表面踏査）を実施した。特に安仁屋

区に所在するイシジャーと呼称されるエリアは両谷の崖面に多数の掘込み墓が見られ、地形的にも洞窟

の天井部が崩落したとされる断崖渓谷をなし、本市において貴重な地質地形となっている場所であるこ

とから、詳細な地形測量を実施した。また、新城区においては、ハンタモーと呼ばれる旧新城集落のア

シビナーや戦後に伊佐区住民によって設置された「豊之泉」周辺の分布調査を実施した。

・西普天間住宅地区の返還と県・市の調査分担について

　平成 26 年度には沖縄防衛局によって返還区域に境界柵の設置工事が行われ、平成 27 年 3 月 31 日

に宜野湾市へ返還された（以下、「キャンプ瑞慶覧（西普天間住宅地区）」⇒「西普天間住宅地区跡地」

とする）。

　平成 26 年 11 月、西普天間住宅地区跡地の文化財調査について支援を依頼するため、沖縄県教育

委員会に対して「キャンプ瑞慶覧（西普天間住宅地区）返還に伴う試掘・確認調査等への支援につい

て（要請）」（宜教文第 254 号）の文書を提出した。この要請をもとに平成 27 年 4 月に沖縄県教育庁

文化財課、沖縄県立埋蔵文化財センターと宜野湾市文化課で当該地区の試掘・確認調査の実施につい

て調整を行った。調整の結果、沖縄県教育庁文化財課と沖縄県立埋蔵文化財センターは西普天間住宅

地のハウジングエリア西側部分を担当し、宜野湾市文化課はイシジャーを挟んで東側を担当すること

が確認された。

　市は平成 27 年 7 月から平成 28 年 2 月にかけて 195 箇所の試掘調査を実施し、新城大道原第一遺

跡、新城大道原第二遺跡、新城大道原第三遺跡、喜友名山川原第八遺跡、喜友名山川原第九遺跡、喜友

名山川原第十遺跡の 6 遺跡を新たに確認した。県は同年 8 月 3 日から調査を開始し、試掘調査 94 箇所、

トレンチ 1 箇所を調査した。その結果、普天間石川原第二遺跡、安仁屋東原古墓群、普天間旧道跡の 3

遺跡が新たに確認された。さらに、確認された遺跡の内容を把握するため、4 箇所の地点で確認調査を

実施している。平成 27 年度において、ハウジングエリアの試掘調査はほぼすべて終了した。平成 28

年度も引き続き県に協力を依頼し、残る斜面緑地エリアの試掘調査を行うこととなった。

・赤土流出防止条例に関する届出

　平成 27 年度の試掘調査は、調査の総面積が 1,000 ㎡を越えたため、沖縄県赤土等流出防止条例に基

づく届出が必要となり、中部保健所に対して事業行為通知書を提出した（平成 27 年 5 月 11 日付け、

宜教文第 1-12 号）。その後、中部保健所から市教育委員会へ確認済みの通知がなされた（平成 27 年 6

月 3 日付け、中部保第 2-27029 号）。

第２節　調査の経過
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【概要】

平成26年度

・平成 26 年 8 月 15 日：試掘調査の開始（市実施：試掘 70 箇所）

・平成 26 年 8 月～ 3 月：安仁屋区及び新城区の分布調査（約 10 万㎡）

平成27年度

・平成 27 年 3 月 31 日：西普天間住宅地区の返還

・平成 27 年 7 月～平成 28 年 2 月：試掘調査（市：試掘 195 箇所）

　本報告は、平成 26 年度から平成 27 年度に実施した旧キャンプ瑞慶覧西普天間住宅地区内の試掘・確認

調査の成果を記したものである。本報告における資料整理及び報告書作成に係る整理業務は平成 28 ～ 30

年度にかけて実施した。調査体制は以下のとおりである。

事業主体　　　沖縄県宜野湾市教育委員会

事業責任者

教育長　　　　玉城勝秀（平成 26・27 年度）、知念春美（平成 28 ～ 30 年度）

事業総括

教育部長　　　宮城光徳（平成 26 年度）、島袋清松（平成 27 ～ 29 年度）、比嘉　透（平成 30 年度）　　

教育次長　　　島袋清松（平成 26 年度）、伊佐英明（平成 27・28 年度）、桃原忍子（平成 29・30 年度）

事業事務

文化課長　　　與那原  類（平成 26・27 年度）、比嘉　洋（平成 28 ～ 30 年度）

文化財保護係長　森田直哉（平成 26 年度）、吉村　純（平成 27 ～ 29 年度）、仲地真俊（平成 30 年度）

同係主任主事　伊藤　圭（平成 27 ～ 30 年度／ ※30 年度は学芸係）、長濱健起（平成 28 ～ 30 年度）、

　　　　　　　仲村　毅（平成 28 ～ 30 年度）

同係主事　　　伊藤  圭（平成 26 年度）、長濱健起（平成 26・27 年度）、仲村  毅（平成 26・27 年度）、

　　　　　　　来間千明（平成 27 ～ 29 年度）、金城りお（平成 29・30 年度）

文化財保護指導嘱託員

　　　　　　　天久瑞香（平成 27・28 年度）、伊波晴美（平成 26 ～ 28 年度）、杉村千重美（平成 26 ～

　　　　　　　28 年度）、翁長和佳子（平成 27・28）、宮城初枝（平成 27 年度）、古謝和美（平成 26・

　　　　　　　27 年度）、比嘉ムツ子（平成 26・27 年度）、西銘五月（平成 26・27 年度）

文化財保護臨時職員（平成 26 ～ 30 年度）

　　　　　　　青山直弘、東江明日香、安里真栄、大城武政、奥浜恵子、米須  恵、砂辺恒志、砂辺光義、

　　　　　　　武部拓磨、我如古みどり、翁長しのぶ、知念和伸、前田和枝、宮城常正、吉田正志、

　　　　　　　崎濱比カ理、翁長和佳子、伊波晴美、杉村千重美、新垣裕美、上江洲由昇、譜久島宏美

　　　　　　　

委託業務　　　平成 26 年度　　　発掘調査支援業務委託　　㈱アーキジオパシフィック支店

　　　　　　　　　　　　　　　  磁気探査業務委託　　　　㈲新開技研

　　　　　　　　　　　　　　　  発掘調査支援業務委託②    ㈱アーキジオパシフィック支店

第 3節　調査体制
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　　　　　　　　　　　　　　　  粉塵計管理業務委託 ㈱アーキジオパシフィック支店

　　　　　　　　　　　　　　　自然科学分析業務委託 パリノ・サーヴェイ㈱沖縄支店

　　　　　　平成 27 年度　　　   発掘調査支援業務委託 ㈱アーキジオパシフィック支店

　　　　　　　　　　　　　　　  磁気探査業務委託 ㈲新エンジニアリング

　　　　　　　　　　　　　　　  自然科学分析業務委託 パリノ・サーヴェイ㈱沖縄支店

　　　　　　　　　　　　　　　  試掘調査支援業務委託② 三興コンサルタント㈱

　　　　　　　　　　　　　　　  磁気探査業務委託② ㈱沖縄探査開発

　　　　　　　　　　　　　　　  自然科学分析業務委託② パリノ・サーヴェイ㈱沖縄支店

　　　　　　平成 30 年度　　    遺物実測業務委託 ㈱島田組宜野湾営業所

調査指導及び調査協力

　調査指導及び調査協力者として以下の方々にご指導、ご協力を頂いた。（所属等は当時）

宜野湾市軍用地等地主会

　又吉　真一（会長）、佐喜眞　祐輝（喜友名評議員）、呉屋　宏（新城評議員）、仲村　廣（安仁屋評議員）、 

　宮城　正秀（普天間評議員）、當山　武弘（監事）

沖縄防衛局

　辻　吉巳（管理部部長）、重政　武輝（管理部返還対策課課長）、阿部　正和（管理部返還対策課課長補佐）、

　仲間　勝之（管理部返還対策課課長補佐）、大嶺　正之（管理部返還対策課係長）、古謝　哲（管理部返還

　対策課係員）

文化庁記念物課

　浅野　啓介（H26 年度調査指導）、森先　一貴（H27 年度調査指導）、川畑　純（H28 年度調査指導）

沖縄県教育庁文化財課及び沖縄県立埋蔵文化財センター

　島袋　洋、盛本　勲、金城　亀信、上地　博、中山　晋、田場　直樹、瀬戸　哲也、新垣　力、羽方　誠、

　知念　隆博、大堀　皓平、宮城　淳一、具志堅清大、南　勇輔

宜野湾市文化財保護審議会（平成 26 ～ 30 年度）

　赤嶺　政信（琉球大学教授）、新垣　義夫（普天満宮宮司）、池田　榮史（琉球大学教授）、大城　逸朗（沖

　縄石の会会長）、恩河　尚（沖縄国際大学非常勤講師）、崎浜　靖（沖縄国際大学准教授）、嵩元　政秀（元

　沖縄考古学会会長）、比嘉　悦子（沖縄県立芸術大学非常勤講師）、福島　駿介（琉球大学名誉教授）、

　宮城　邦治（元沖縄国際大学教授）、田名　真之（沖縄国際大学教授）、波平エリ子（沖縄女子短期大学准

　教授）、宮城　弘樹（沖縄国際大学講師）
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　西普天間住宅地区の試掘調査については、平成 13 年度から県教育庁と市教育委員会が普天間飛行

場内で実施している試掘・確認調査のために設定した調査区割りの基準としている座標（X32,000 

Y26,500　日本測地系）を踏襲した。区割りは、普天間飛行場内に位置する基準座標から X・Y 軸をキャ

ンプ瑞慶覧一帯まで 300m 間隔に区切り、これを第Ⅰ区画とし、それを 30m 間隔に区切り 100 分割

した第Ⅱ区画を設け、さらにそれを 6m 四方の 25 分割した第Ⅲ区画の 3 段階に区割りしている。試

掘坑は 4m 四方（重機での掘削が困難な緑地及び急傾斜地等に関しては手堀となることから 2m 四方

とする場合もある）とし、基本的な設定は第Ⅱ区画の区割りを使用して、試掘坑の北辺及び東辺が第

Ⅱ区画と重なるように北東の交点を基点とし 30m 間隔としている。ただし、現地で試掘坑を設定する

際、計画箇所に障害物等があり設定及び調査に支障が生じると判断される場合には、設定可能な近接

箇所に移動させて設定した。また試掘坑の呼称については、キャンプ瑞慶覧での調査を示す、「ズケ」

に次いで第Ⅰ区画名称、第Ⅱ区画名称、第Ⅲ区画名称を用いて表示している。（例「ズケ 25-A1- ア」）

第４節　調査区の設定

オ エ ウ イ

コ ケ ク キ カ

ア

ソ セ ス シ サ

ト テ ツ チ タ

ノ ネ ヌ ニ ナ

第Ⅰ - ２図　西普天間住宅地区における区画概念図

試掘坑4m四方

例：ズケ25-A1-ア
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第１節　地理的環境

第Ⅱ - １図　宜野湾市と西普天間の位置

第Ⅱ章　位置と環境

第１節　地理的環境

　宜野湾市は、沖縄本島の中部西海岸・東シナ海に面し、県庁所在地の那覇市から約 12.4 ㎞離れた地点

にある。北は北谷町、北東は北中城村、東は中城村、東南には西原町、南は浦添市が隣接し、市域の総面

積は、約 19.8 ㎢で、東西方向に約 6.1 ㎞、南北方向に約 5.3 ㎞のやや長方形で海岸線はおおむね平担であ

る。市の北側にはキャンプ瑞慶覧、中央には普天間飛行場が占有することから市民の居住地はその周縁部

に展開している。本市の面積が約 19.8 ｋ㎡であり、そのうち普天間飛行場が約 4.8 ｋ㎡、キャンプ瑞

慶覧が約 1.1 ｋ㎡を占め、市全域の約 29.7％が米軍基地となっている（2017 年時点）。また、河川は

宇地泊川、浦添市境に牧港川、北谷町境に普天間川がある。気候は亜熱帯性で、年平均気温は 22.4 度と

四季を通じて温暖で、春から夏にかけて雨量が多く、夏から秋へかけては熱帯性低気圧の進路となり台風

の襲来となる。市域には、国道 58 号線、330 号線等のほか、沖縄自動車道北中城 IC・西原 IC へのアクセ

ス道路として、県道宜野湾北中城線や 34 号線などの主要幹線道路が縦横に展開し、中南部と北部地域を

結ぶ交通の要所となっている。

　本市の地層は、泥岩や砂岩から成る新第三紀島尻層群を基盤する灰色の粘土層を基盤とし、その上に

不整合に琉球石灰岩が分布、市域西側海岸沿いの低地には沖積層である砂層が堆積している。内陸部は

琉球石灰岩で形成された海岸段丘が発達し、市域東側の丘陵地では島尻層群が風化してできたジャーガ

ル土壌が広がり、石灰岩台地上には島尻マージと呼ばれる赤色の粘土質の土壌が広く分布している。

　地形を見ると、海岸から内陸に向かって雛壇状の海岸段丘から成り、中位段丘と低位段丘とそれぞれ

下位面、上位面に区分する 4 つの段丘面を有している。低位段丘下位面（第 1 面）は、比屋良川から宇

地泊、真志喜、大山、伊佐に連なる標高 3 ～ 30m の海岸低地である。低位上位面は（第 2 面）は、標高

30 ～ 40m の石灰岩段丘で、大山、真志喜、宇地泊、伊佐の住宅地となっている。中位段丘下位面（第 3 面）
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は、キャンプ瑞慶覧から普天間飛行場へと延びる標高 50 ～ 90m の石灰岩段丘である。中位段丘上位面（第

4 面）は、標高 90m 以上の高地であり、我如古から野嵩に至る国道 330 号線沿いとなっている。

　市の北側に普天間川、南側に比屋良川が流れ、段丘面を横断するように発達している。段丘面の境に

は、比高の異なる段丘崖があり段丘縁辺に洞穴（吸込口）や琉球石灰岩から浸透した雨水が不透水性の

島尻層で地下水となって発達し、石灰岩を侵食して多くの鍾乳洞を形成している。これらの地下水は、

段丘崖で、島尻層と琉球石灰岩の不整合面から湧きだし、古来より湧泉として人々に利用されてきた。

　西普天間住宅地区跡地に所在する地域は、字普天間、字安仁屋、字新城、字喜友名の４つの地区に跨

っており、県道 81 号線に面した中位段丘の縁辺部（標高 60m 前後）から、海岸低地（標高 10m 前後）

へ至る段丘状の平地及び斜面地となっている。特に喜友名グスクの所在する西側の緑地部分は、急傾斜

地となっており、基地建設時からほとんど開発等の影響を受けず、戦前からの地形が良好に保存されて

いる場所である。緑地帯北側の標高 14 ～ 16m ラインには、不透水性の島尻層と透水性の琉球石灰岩

との境があり、その不整合面からは地下水が湧きだし、多数の湧泉が形成されている。国指定文化財で

ある喜友名泉（チュンナーガー）もこれらの湧泉と同じ標高レベルに位置する湧泉であり、宜野湾市の

代表的な遺跡であるとともに、自然地形・地質を象徴する場所と言える。段丘縁辺部には湧水と斜面の

地形を利用した棚田地形を残す喜友名古水田がある。また、地区南東から北西側に延びるイシジャーは、

「河川渓谷状の地形を示し、一部流水も見られ、他の琉球石灰岩地域では見られない、珍しい地形（註

１）」であり、学術上貴重な地形とされている。特に中流域は両岸が高さ 10 ～ 14m 程の琉球石灰岩の

切り立った崖となっており、両崖面には、多数の小洞窟やそれらを加工した掘込墓がある。洞窟天井部

には鍾乳石やカーテン（鍾乳洞で形成される水滴のつらら）などが確認されている。これらの存在から

イシジャーの形成は、「かつて鍾乳洞の天井が崩れてできたドリーネの可能性が示唆され、河床部の岩

塊は落盤した天井部の岩盤の可能性がある（註１）。」イシジャーを除く地区中央から東側一帯は、戦前

から近隣集落の田畑として利用されていた場所であるが、基地接収後に米軍の住宅地として造成工事が

行われ、緑地側に反して大規模な地形改変がなされている。

　沖縄諸島に人々が住み始めたのは今から 3 万年程前に遡り、旧石器時代と呼称される時代で宜野湾

市においても大山洞穴から「大山洞人」と称される 20 歳前後の男性の下顎骨が発見されている。また、

第２節　歴史的環境

第Ⅱ - ２図　宜野湾市遺跡変遷図
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第２節　歴史的環境

普天満宮洞穴遺跡等では、リュウキュウムカシキョン等のシカ類の化石が多数発見されている。

　現在からおよそ 6,000 年～ 7,000 年前から 1,000 ～ 800 年前までの数千年に及ぶ時代を沖縄貝塚時

代と称する狩猟・採集の時代となる。沖縄貝塚時代は、遺跡の立地・出土遺物等の違いから早期・前期・

後期に大別されている。前期は市域を含め、沖縄諸島域に当時の土器形式が広く分布していることから、

定着的な集団が各地域に形成される時期と考えられる。貝塚時代中期は、拠点的な大規模集落が平地に

展開し、小規模遺跡がその周縁に点在しており、市域では西部琉球石灰岩地帯で顕著に見られる。貝塚

後期には、前述の西側琉球石灰岩地帯に加えて、海岸低地の砂地にも居住域が拡散しており、その規模

も一律的に大きくなっていくようである。12 世紀から 15 世紀に及ぶグスク時代は、沖縄において初

めて農耕を基礎とする社会が形成・発達した時期とされている。市域のグスク時代の遺跡は、迫地や河

川流域の谷底低地を控える平地・丘陵斜面・段丘縁の高所に立地しており、伝統的集落である近世の “村”

の形態がこの時期に形成され始めたと考えられる。生産的農耕社会を基盤とした社会が展開していく中

で、農耕の基盤である土地・その生産を支える道具の入手や製作、同時期に展開された日本や中国・朝鮮・

東アジア地域との交易などを通して各地域の集団は共同化したと考えられ、その中から “按司” と称さ

れる在地支配者層が出現する。按司を中心とした各地域の集団は、相互に抗争を繰り返しながら次第に

淘汰され、14 世紀頃には、中山・北山・南山の 3 つの小国家が成立する。市の真志喜区に所在する県

指定文化財の森の川には、中山の王として 1372 年に公式に明朝と外交した「察度」の出自が記された

石碑が残されている。その後、1429 年には尚巴志が三山を統一、琉球王国誕生へと至る。グスク時代

から第二尚氏王統前期の 1609 年島津進入までを歴史学では古琉球と称し、中世に相当する（註 2）。

　琉球王府時代の宜野湾市は 1671 年、浦添間切・中城間切・北谷間切の３間切（まぎり：現在でいう

第Ⅱ - ３図　戦前の宜野湾市の様子
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第Ⅱ章　位置と環境

市町村）から 13 村（ムラ）を割き、新たに１村を設けた計 14 村で「宜野湾間切」として新設された。

14 村とは、我如古（がねこ）・宜野湾（ぎのわん）・神山（かみやま）・大山（おおやま）・大謝名（おおじゃな）・

宇地泊（うちどまり）・喜友名（きゆな）・新城（あらぐすく）・伊佐（いさ）・嘉数（かかず）・野嵩（の

だけ）・普天間（ふてんま）・安仁屋（あにや）・真志喜（ましき）で、新たに設置された村（ムラ）が

真志喜（ましき）である。また、宜野湾村には間切番所が置かれていた。首里城が琉球の中心だった時代、

首里からの連絡は「宿道」と呼ばれる道を通って各地の「間切番所」に伝えられた。また、宜野湾では、

村の西側を通って名護につながる道が「西海道」、東側を通る道は「東海道」と呼ばれていた。宜野湾

間切嘉数村から普天間村までの間には、尚貞王（1645 ～ 1709）の世子・尚純（1660 ～ 1706）が植

え付けさせたと記録に残る宜野湾並松（ジノーンナンマチ）と呼ばれる松並木があった。1644 年から

琉球国王が９月に普天満宮に参拝する「普天間参詣」が行われたため、次第にこの時期にお参りする習

慣が王府の官人、庶民にも普及していった。そのため郡道（宜野湾並松街道）が整備された。この道は、

首里の平良から浦添の経塚・仲間・伊祖・当山・宜野湾の嘉数を経て、普天間に通じていた。また、伊

佐で県道から分岐して普天満宮へと至る道が戦前まで整備されており、隣接するキャンプ瑞慶覧内の海

軍病院地区では、近年の発掘調査によってその遺構が発見されている。1700 年中頃からは首里や那覇

の士族層が生活の糧や、職を求めて移り住むようになり、これを屋取（ヤードゥイ）と言い、徐々に集

落を形成していった。

　明治以降の宜野湾は 1879（明治 12）年の廃藩置県後、普天間に中頭郡役所や、県立農事試験場な

どの官公庁の施設が置かれた。さらに、中頭郡教育部会がたびたび開かれるなど、本島中部の政治・経済・

教育の中心地として活気に満ちていた。1922（大正 11）年には、那覇駅から嘉手納に沖縄軽便鉄道が

敷設され、宜野湾村には大謝名駅・真志喜駅・大山駅の３駅が置かれ、大山駅からは宜野湾村内で収穫

されたさとうきびが嘉手納の製糖工場まで運ばれた。旧集落には、さとうきびを運ぶためのトロッコ軌

道が大山駅まで通っていた。また、1932（昭和７）年には宜野湾並松が国指定天然記念物に指定された。

この頃の並松の行程は約 5.8km、松の株数 2,944 本であったとされている。

　第二次世界大戦において本市も壊滅的な戦災を受けたが、野嵩地域は焼失を免れ、周辺地域の民間人

の収容所となり、戦後復興の中心地となった。しかし、その一方で戦中から戦後にかけて市域の主要

な部分が米軍基地として接収された。その後、普天間を中心に都市化が進展し、1955（昭和 30）年に

18,469 人だった人口も 1960（昭和 35）年３月では３万人を超え、1962（昭和 37）年７月１日に市

制が施行され、新生「宜野湾市」が誕生した。

　市制施行後もなお、米軍基地が中央部に位置するため、市街地は基地周辺にドーナツ状に発展し、特

異な形状を示している。また、市街地化は急激をきわめ、嘉数ハイツ・大謝名団地、上大謝名区の自治

会が新設され、宜野湾市は都合 23 自治会 20 行政区に編成された。

　近年、那覇市の外延的な拡大に伴って市街地化が進展しつつあり、更に沖縄国際大学、琉球大学が立

地し、沖縄コンベンションセンターが整備されるなど、県内の高次都市機能の一部を担う重要な地域と

なりつつある。

【参考】

註１　『平成 26 年度　重要文化財保存整備基本計画更新業務　報告書』宜野湾市教育委員会　

註 2　『琉球の築土構木‐土木・技術からみた琉球王国‐』一般社団法人　沖縄しまたて協会　2016 年
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第３節　西普天間住宅地区の文化財について

　西普天間住宅地区内には、これまでに実施してきた各種文化財調査の結果、平成 29 年 3 月現在で、

埋蔵文化財が 28 箇所、古墓群が 3 箇所、拝所が 3 箇所、湧泉・井戸 12 箇所、その他の文化財が 4 箇

所の計 50 箇所の文化財が確認されている（※口伝・伝承によるものや消失または移設した文化財も含

まれる）。

　当該地区に所在するほとんどの遺跡は喜友名区にある斜面緑地に分布し、県道 81 号線沿いの丘陵地

には、市で唯一の石積みを巡らした防御形態を持つ喜友名グスクが所在する。喜友名グスクは『琉球国

由来記』に「城内西ノヤラズ嶽・喜友名之殿・喜友名火神」とある。戦前はグスクヌガントゥーグヮー（祠）・

クラ・火の神など都合 5・6 箇所の拝所があったと伝えられている。現在は、南側のほとんどが道路工

事等によって消失し、辛うじて北側崖沿いに一部石列状の石積みが残っている状況である。また、緑地

帯には湧泉が発達し、標高 14 ～ 16m ラインに帯状に点在する。これは、不透水性のクチャ層とそれ

を覆う琉球石灰岩の不整合面から湧き出るものであり、これらの湧泉より北側に広がる低地一帯は、戦

後初め頃まで水田として利用されていた。喜友名区には、喜友名泉（チュンナーガー）である、ウフガー

第３節　西普天間住宅地区の文化財について

西普天間住宅地区範囲
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（イキガガー・ウマアシビガー）、カーグヮー（イナグガー）の他、ヤマガー、バシガー、ミーガー、ヒージャー

ガー、アカンナーの計 7 箇所の湧泉があったとされ、「喜友名ナナヌカー」と呼称されていたそうである。

喜友名泉は節々の拝み、若水、産水などの人生の折り目に利用されたほか、日々の飲料水や農作業に従事し

た牛馬の水浴び、洗濯等にも使用されていた。ウフガーは布積みを基調とした堅牢な造りで、カーグヮー

は布積みとあいかた積みが施されている。「喜友名泉は平成４年８月 10 日文化財保護法の規定に基づ

き国指定重要文化財として告知された。市内には国・県・市指定の文化財は 25 あり、国指定を受けた

のは『喜友名泉』と『大山貝塚』であるが建造物に限れば唯一『喜友名泉』だけである（註１）」。また、

新城区には、新城村の発祥に係るシンバルガー、その水源を利用して伊佐集落の住民が作った豊之泉が

所在し、その他、ナカマグヮーヌメーヌカー、ノグニグヮーヌメーヌカー等の湧泉が現存している。

　斜面緑地に所在する遺跡は、市教育委員会が 1979 年より実施している市内文化財分布調査の一環と

して行われた基地内調査のうち、キャンプ瑞慶覧を踏査した際に確認されたものがほとんどである。そ

の際、「調査現場の地勢に詳しい部落の関係者に案内してもらい、共同で物件の確認にあたりつつ、物

件及びその周辺の由来・伝承について教示して頂いた」。踏査結果の詳細については割愛するが、古墓

や遺物散布地などのほか、湧泉、植生など多岐にわたる調査を実施し、県指定天然記念物のクロイワト

カゲモドキを確認するなどの報告がなされている（註２）。

　また、1982 年には、斜面緑地内に道路建設工事が予定されたため、工事予定地の試掘調査及び緊急

発掘調査が実施され、「喜友名遺跡群」として報告されている。調査対象となった遺跡は、喜友名山川

原第五遺跡、喜友名山川原丘陵古墓群、喜友名山川原第六遺跡、喜友名山川原第七遺跡で、総面積約 1,000

㎡の調査を実施している。これらの調査成果によって斜面緑地一帯には、沖積低地を取り巻く緩やかな

傾斜面（低位段丘）とその後背に急な断崖をなす丘陵（中位段丘）の縁に多くの遺跡が重なりあうよう

に分布していることが判明した。上記報告の中では、これらの遺跡を個別に捉えるのではなく「袋状凹

地の低湿地をとり囲む地理的環境の限定されたまとまりのなかのひとつとして捕えた方が地域史の把

握の上では有益」であり、「同時代に立地する遺跡は生産における協同作業や婚姻における嫁取りなど

で何らかの関係を結ぶものであり、さらに、遺跡の変遷はそれを形成した集団の離合集散や生活文化の

変化などを意味する」として一定の地理的環境の中に所在する遺跡について、空間的、時間的な繋がり

を捉えながら地域文化を解明しようとする考察がなされている（註３）。

　これ以後、当地区における文化財に関する調査は返還が合意されるまで行われてこなかったが、平成

25 年に一部立入が許可され、平成 26 年度から掘削を伴う試掘調査が許可された。斜面緑地に分布す

る遺跡については，上記の分布踏査によって一定の遺跡範囲を示していたが、ハウジングエリアについ

ては全くの手つかずであり、大規模な土地造成が行われている現状も踏まえて、遺跡の分布状況を調べ

るための試掘調査は必須であった。その結果、平成26年から平成27年までに実施された試掘調査によっ

て、新城大道原第一遺跡、新城大道原第二遺跡、新城大道原第三遺跡、喜友名山川原第八遺跡、喜友名

山川原第九遺跡、喜友名山川原第十遺跡、普天間石川原第二遺跡、安仁屋東原古墓群、普天間旧道跡が

新規の遺跡として確認された。

【参考】

註１　『喜友名誌  ちゅんなー』宜野湾市喜友名区自治会　2015 年

註２　『キャンプ・ズケラン基地の文化財〔Ⅰ〕』宜野湾市教育委員会　1981 年

註３　『宜野湾市文化財調査報告書第 5 集　喜友名遺跡群』宜野湾市教育委員会　1984 年
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第１節　はじめに

第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

第 1節　はじめに

１．はじめに

　平成 26 年度から平成 27 年度に実施した試掘・確認調査は、主にハウジングエリアを中心に行い、

計 265 箇所の調査を実施した。そのうち 35 箇所で遺構が確認され、範囲変更（拡張）となった遺跡

が 2 遺跡、新規で発見された遺跡が 6 遺跡であった。平成 27 年度に県がおこなった試掘調査によって

確認された遺跡と合わせて新たに発見された遺跡は 9 遺跡となっている。

　このエリア一帯は、米軍による住宅建設によって地形が大きく改変されている状況であった。また、

地下には住宅に伴う雨水、汚水等の配管が縦横に埋設され、埋蔵文化財への影響は多大なものであると

想定された。今回新規で発見された 9 遺跡は、米軍による土地改変や開発による攪乱などから辛うじ

て免れたものであり、試掘調査の結果、遺跡の保存状態は良好とはいえず、一部の凹地や地山面に掘り

込まれた遺構等が残存しているという状況であった。その中において確認された遺構や遺物は先史時代

からグスク時代、近世・近代と多様な時代に跨る複合遺跡の様相を呈し、多くの文化財が空間的、重層

的に包蔵されていることを示していた。本章では、市が試掘調査を実施した、新城上殿遺跡、新城大道

原第一遺跡、新城大道原第二遺跡、喜友名山川原第八遺跡、喜友名山川原第九遺跡、喜友名山川原第十

遺跡、普天間石川原第二遺跡、新城下原第二遺跡、喜友名山川原丘陵古墓群の計９遺跡について報告

する。各遺跡の様相を把握しやすいように、試掘調査の成果については遺跡ごとに特徴的な成果が得

られた試掘坑を抜き出して報告する。なお、その他の試掘成果については一覧表に記載している（第

Ⅲ - １～３表）。

２．基本層序

　今回の調査は、主に石灰岩台地上に立地するハウジングエリアが主体を占める。この一帯はいわゆる

中位段丘下位面（標高 50 ～ 90m）から低位段丘上位面（標高 30 ～ 40m）に位置することから、基

本的な堆積状況としては、普天間飛行場に類似するものと思われる。よって、基本層序についてもこれ

までに報告された普天間飛行場内の調査成果を踏襲し、下記のように設定した。ちなみに、台地部にお

ける包含層はⅡ層にまとめており、各調査箇所の堆積状況から大きく３層に分類している。また、平成

27 年度に実施した新城下原第二遺跡は、低地部に所在しており、台地部とは堆積の状況が異なっている。

そこで低地部についてはⅡ層についてのみ上記層序とは別に基本層序を設定した。各層序の設定につい

ては、試掘調査時に堆積状況の分析を委託したパリノ・サーヴェイ㈱の分析結果を参考にした。

　　　　  Ⅰ層：現在の表土および宅地造成など土地改変に伴う堆積土。整地土や盛土、攪乱土から構成され、

　　　　　　　石灰岩の破砕礫、コンクリート片・アスファルト片・針金・ビニール・ガラス片などが含ま

　　　　　　　れる。現地表面をⅠ a 層とし、その下位に認められた基地接収後の造成に伴う整地土をⅠ b1 ～

　　　　　　　Ⅰ c1 層、盛土をⅠ d1 ～Ⅰ d2 層、さらに、下位のⅠ e1 ～Ⅰ e2 層を造成開始の攪乱土と

　　　　　　　して細分できる。

Ⅱ層（台地部）：遺物包含層及び基地接収以前の旧表土や旧耕作土。炭化物や微細な焼土片などが多く含ま

　　　　　　　れる。土層のしまりが悪く孔隙が多い。島尻マージや島尻層群の泥岩が取り込まれている箇
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第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

　　　　　　　所もあり、これは耕作の際、土壌改良のため混ぜられた可能性がある。一方、Ⅱ層の堆積が

　　　　　　　厚いところでは、　層内において上下の様相に明瞭な違いが認められる。これらは、堆積に

　　　　　　　際して時代差または時間差を示すものと思われる。上層はⅡ a、下層はⅡ b、Ⅱ c に細分で

　　　　　　　き、　更にⅡ a 層は 4 枚に細分が可能である。Ⅱ a1 ～Ⅱ a2 層は、その殆どが基地接収後の

　　　　　　　宅地造成に伴い削平を受ける。また、Ⅱ a3 ～Ⅱ a4 層からはピット等の遺構が確認されて

　　　　　　　いる。下層のⅡ b ～Ⅱ c 層は比較的泥質で、マンガンや有機物等による色調の違いが見ら

　　　　　　　れる。

Ⅱa1～ a2層：砂質がやや強く、炭化物や焼土粒が比較的多く混じる。締りやや弱く、細かい礫等が混じる。

　　　　　　　灰黄褐色～褐色を呈する。

Ⅱa3～a4層：やや粘土質を呈するシルト層。炭化物や焼土片が混じる。部分的に塊状のマージを含む。　

　　　　　　　土色は暗褐色～にぶい黄褐色を呈し、上層より黒味が強い。この層（下面）よりグスク時代

　　　　　　　相当のピットや土坑などの遺構が多く確認される。市報告（『基地内埋蔵文化財調査報告書』

　　　　　　　2013年、以下註１）のⅡ層ユニット③④に相当する。

Ⅱb～ c層　：にぶい黄褐色を呈する粘質シルト層。上層よりやや明るい。しまりはやや弱く、粘質が強

　　　　　　　くなる。炭化物や焼土粒を含む。市報告（註１）のⅡ層ユニット⑤に相当する。本エリアで

　　　　　　　あまり見られないが、谷状の地形が想定される箇所で確認されている。

Ⅱ層（低地部）：低地部でのⅡ層は新城下原第二遺跡周辺でのみ確認されており、５枚に細分される。主に

　　　　　　　耕作土や湿地性の堆積と思われる層で、砂層またはシルト質粘土層である。堆積土中の砂や

　　　　　　　酸化鉄などの植物痕などから水田の可能性が想定される堆積を示している。調査範囲の西側

　　　　　　　部分が低湿地の堆積が厚く、東側へ薄い傾向がある。東側は段丘崖直下であり、この地域の

　　　　　　　基盤である島尻層群が浅いためと思われる。

　　　Ⅱa層 ：旧表土。黒褐色～暗オリーブ褐色を呈する。

　　　Ⅱb層：暗灰黄色～オリーブ褐色を呈する砂混じりの粘土質シルト。1cm 以下の炭化物が混じり、　

　　　　　　　基地接収直前の水田及び畑作と考えられる耕作土。

　　　Ⅱc層：砂層（間層）。黄褐色～にぶい黄褐色を呈するシルト質の砂層。ズケ 19‐H2‐ネのみに存

　　　　　　　在する間層である。

　　　Ⅱd層 ：にぶい黄褐色～褐色を呈する砂混りの粘土質シルトである。植物の痕跡と思われる、点状・

　　　　　　　線状に酸化鉄が確認される。基質には砂が混じることとその構造から、水田の可能性がある。

　　　Ⅱe層：暗灰色～暗オリーブ灰色を呈するシルト質粘土である。シルト質であるが砂は混在しない。

　　　　　　　水田の可能性は低く、これより下位が低湿地の堆積物（自然層）であると考えられる。

　　　　Ⅲ層：マージ層。褐色を呈し、塊状をなす砂質シルト。Ⅲ層は下位のⅣ層に比して泥質で、団粒構

　　　　　　　造の発達も良い。マンガン斑の濃集が見られることも特徴的である。

　　　　Ⅳ層：マージ層。明黄褐色～褐色を呈し、わずかに上方細粒化をなす塊状の砂質シルト。

　　　　Ⅴ層：マージ層。明黄褐色～黄褐色を呈する砂質シルト。Ⅴ層は下位のⅥ層に比べ、非常に泥質な

　　　　　　　粒度組成を示している。Ⅵ層との層界とは、大きな凹凸をなして接していることが多くⅧ層

　　　　　　　の石灰岩の起伏に由来すると考えられる。これに対し、上位のⅣ層とは、生物擾乱と推定さ

　　　　　　　れる凹凸が存在しているものの比較的平坦な層界をもって接している。

　　　　Ⅵ層：マージ層。褐色～橙色を呈し、わずかに上方細粒化をなす塊状の砂質シルト。Ⅵ層は、基本
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　　　　　　　層序内において最も砂質な堆積層である。Ⅴ・Ⅵ層は、下位に存在する基盤岩とこの直上に

　　　　　　　載るⅦ層によって層界は大きな起伏を持っている。

　　　　Ⅶ層：マージ層。暗褐色～明褐色を呈し、塊状をなす砂質粘土質シルト。Ⅶ層は、基盤岩の起伏に

　　　　　　　沿うように堆積しており、その堆積面は著しく起伏に富んでいる。

　　　　Ⅷ層：にぶい黄色～淡黄色を呈する琉球層群を構成する石灰岩。

　　　　Ⅸ層：灰オリーブ色を呈する島尻層群を構成する泥岩の風化層。泥岩風化部は、基盤岩に比べ

　　　　　　　しまりが著しく悪い。また、 不規則な塊状や小角片に割れる泥岩特有の風化構造が顕著

　　　　　　　に観察される。

　　　　Ⅹ層：灰色を呈する島尻層群を構成する塊状泥岩。

層序

遺構

SD・SK

SP

Ⅱａ-１～２　　　　　　　　  Ⅱａ

Ⅱａ-３～４　　　　　　　　  Ⅱｂ

Ⅱｂ　　　　　　　　　　　   Ⅱｄ

Ⅱｃ　　　　　　　　　　　   Ⅱｅ

                                                  1 ～ 5　

　　　　　　　　　　　　　   

【台地部】

凡　例

【低地部】

【参考】

註１　『基地内埋蔵文化財調査報告書６』宜野湾市教育委員会　2013 年
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第２節　新城上殿遺跡

　当遺跡は、宜野湾市の偉人として知られる

佐喜真興英氏の著書である『シマの話』の中

で「新城の島は何百年か前、西北方十数町余

の所から移転したものと信ぜられて居て、現

に其処地には御岳、屋敷跡などが残って居る」

（註２）と記述されている場所である。現在で

も屋敷跡や石切場跡等が保存良く残されてお

り、屋敷跡の南側にはシンバルガー（アラグ

スクガー）と呼ばれる湧泉が所在する。ちな

みに戦前の新城集落は現在の普天間飛行場と

市立普天間第二小学校に跨る範囲にあり、「新

城古集落遺跡」として周知されている。

　平成 26 年度に実施した試掘調査によって、

これまで想定していた遺跡の範囲が南東側に

広がることが判明した。この結果を踏まえて、新たに包蔵地の範囲変更届を県に提出して包蔵地の範囲

変更を行った。試掘調査では主に柱穴や土坑、溝状遺構などが検出された。遺物は、青磁、白磁、染付、

褐釉陶器などグスク時代を代表する遺物が出土しており、検出された遺構もこれらに相当する時期と想

定される。以下、遺構が確認された試掘坑について報告する。

（1）ズケ 18- Ｈ６- タ

　新城に位置する。米軍の造成により地山面まで削平されている。掘削深度は現地表面から約 1.5 ｍを

測る。地山はマージ層で、地山面より複雑に切りあったピットと土坑を検出した。遺物は、グスク土器、

青磁、褐釉陶器、本土産磁器などが出土した。これらの遺構は、グスク時代に相当するものと推測される。

包含層は残存しておらず、マージ層も上部は平坦に削平されている。

第２節　新城上殿遺跡

43新城ウィーヌトゥン祭祀遺跡

44
新城シチャヌトゥン祭祀遺跡

39

新城上殿遺跡

　　　　　　　　　　　57

安仁屋イシジャー流域古墓群

36

新城下原第一遺跡39

新城上殿遺跡

　　　　　　　　　　　57

安仁屋イシジャー流域古墓群

36

新城下原第一遺跡

第Ⅲ - ２図　試掘箇所

第Ⅲ - ３図　試掘坑断面図　ズケ 18- Ｈ 6- タ（北壁・東壁）　
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第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

第Ⅲ - ４図　試掘坑平断面図　ズケ 18- Ｈ 6- タ（南壁・平面図）　

第Ⅲ - ５図　石器：石斧（１）

図版Ⅲ - １　石器：石斧（１）

1

1

� ���

�������
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第２節　新城上殿遺跡

（2）ズケ 18- Ｉ５- ク

　新城下原に位置する。米軍造成により、マージ層まで削平。包含層は残存していないが、一部で土坑、

ピットを検出した。土坑及びピットの覆土は、暗褐色から黒褐色を呈し、砂質シルトを主体とする。全

体的に炭化物や焼土、マージ粒をまばらに含む。土坑は１～６層に細分でき、１～３層までは、上部整

地時に混入した堆積土と推定される。２層からは土器や石器等が出土している。ピットは上記土坑に切

られているため、土坑が堀りこまれる前に形成されたものと思われる。これらの遺構は地山であるマー

ジ層を掘り込んで造られている。

第Ⅲ - ６図　試掘坑断面図　ズケ 18- Ｉ５- ク（北壁）

第Ⅲ - ７図　試掘坑断面図　ズケ 18- Ｉ５- ク（南壁・西壁）

22

第Ⅲ - ８図　グスク土器（２） 図版Ⅲ - ２　グスク土器（２）
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（3）ズケ 18- Ｊ５- カ

　新城下原に位置する。現地表面から約 80cm まで米軍の造成による攪乱土が堆積。下層に一部近世～

近代相当の耕作土が残存している（Ⅱ a1、Ⅱ a2）。下層はマージ層（Ⅶ層？）となり、40 基を超える

複雑に切りあったピットと溝状遺構を検出した。これら遺構覆土は、上層の耕作土とは土色、土質とも

異なっており、遺構覆土は、黒褐色の砂質シルトで炭化物、焼土を多く含んでいる。遺構覆土等からの

遺物の出土はないが、Ⅰ層中より褐釉陶器、アカムヌー等の遺物が出土している。

第Ⅲ - ９図　試掘坑断面図　ズケ 18- Ｊ５- カ（西壁・北壁・南壁）

第Ⅲ -10 図　試掘坑平面図　ズケ 18- Ｊ５- カ
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第２節　新城上殿遺跡

（4）ズケ 25- Ａ５- カ

　新城下原に位置する。現地表面から約 60cm まで米軍の造成による攪乱土が堆積。下層に近世～近

代相当の耕作土が比較的良好な状態で残存している。にぶい黄褐色砂質シルトで炭化物、焼土がまばら

に混じる。基地接収以前の耕作土で、米軍造成（整地）の影響で上部が削平されている。

　南壁側にⅡａ - １が充填される溝状遺構？を確認。マージ層を掘り込んで形成。近代相当の耕作に伴

う溝と想定される。遺物は土器、陶磁器等が出土している。

第Ⅲ -11 図　試掘坑断面図　ズケ 25- Ａ５- カ（南壁・西壁）

第Ⅲ -12 図　青花：碗（３）、白磁：碗（４）

3

3

4

4

図版Ⅲ - ３　青花：碗（３）、白磁：碗（４）
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第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

（5）ズケ 25- Ａ４- イ

　新城下原に位置する。現地表面から約 100cm まで米軍の造成による攪乱土が堆積。一部マージ層を削平

している。マージ層上面で複数の遺構を検出した。遺物はⅠ層から沖縄産施釉陶器が出土している。包含層

等は米軍に削平され残存していないが、遺構の検出状況や覆土はグスク時代の相当するものと思われる。

第Ⅲ -14 図　試掘坑断面図　ズケ 25- Ａ４- イ（北壁・東壁）

図版Ⅲ - ４　青磁：盤（５）

5

5

第Ⅲ -13 図　青磁：盤（５）
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第２節　新城上殿遺跡

第Ⅲ -15 図　試掘坑断面図　ズケ 25- Ａ４- イ（南壁・西壁）

第Ⅲ -16 図　試掘坑平面図　ズケ 25- Ａ４- イ
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第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

（1）ズケ 18- Ｊ１- コ

　平成 26 年度に実施した調査箇所。米軍の造成により地山面まで削平。掘削深度は現地表面から約 0.8

ｍでマージ層を確認した。マージ層上面においてピットを検出している。遺物は出土しておらず、時期

は不明であった。包含層は残存しておらず、マージ層も上部は平坦に削平されている。

第Ⅲ -18 図　試掘坑断面図　ズケ 18- Ｊ１- コ（西壁・北壁）

　大字新城小字大道原に所在する。平成

27 年度に実施した試掘調査によって新規

で発見された遺跡である。平成 26 年度に

時期不明の遺構（ピット）を検出したが、

詳細が不明であったため、平成 27 年度に

南側に隣接して 4 ｍ四方の試掘坑を設定

し、さらに東西方向についての広がりを把

握するために試掘坑を連結してトレンチ状

に設定した。その結果、先史時代に相当す

る溝やグスク時代相当の土坑等を検出し

た。また、南側の平坦地ではグスクから近

世、近代相当の遺構も確認された。

　遺跡は道路を挟んで南側まで広がると想

定されたが、試掘の結果、米住宅建設の際

に南側の旧地形は削平されていることが判明した。一帯は戦前の航空写真では畑地として利用されてい

たことが分かっているが、戦前の耕作土が残存するのは遺跡の北西側のみであり、さらに古い時代の遺

構が良好に残存していると期待される。遺物は、青磁、白磁、染付、褐釉陶器などグスク時代相当の遺

物が出土しており、検出された遺構もこれらに相当する時期と想定される。

第３節　新城大道原第一遺跡

44新城シチャヌ

    トゥン祭祀遺跡

332

新城大道原第一遺跡

332

新城大道原第一遺跡

第Ⅲ -17 図　試掘箇所
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第３節　新城大道原第一遺跡

第Ⅲ -19 図　試掘坑平面図　ズケ 18- Ｊ１- コ

SP

（2）ズケ 18- Ｊ１- コ南

　米軍造成により、現地表面から約 0.5 ｍまで造成土が堆積。比較的造成の影響が少なく、Ⅱ層が良好

に残存している。南側の一部で土坑を検出した。平面では、大きく攪乱の溝が走るが一部で土器片を含

む包含層が残存している。平成 26 年度に北側を試掘しているが、包含層はそこまで広がらないため、

遺跡の北限と推測される。

第Ⅲ -20 図　試掘坑断面図　ズケ 18- Ｊ１- コ南（南壁・西壁）
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第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

第Ⅲ -21 図　試掘坑平面図　ズケ 18- Ｊ１- コ南

カクラン カクラン

66

第Ⅲ -22 図　土器（６） 図版Ⅲ - ５　土器（６）

77

第Ⅲ -23 図　グスク土器（７）　ズケ 17- Ｊ９- オ 図版Ⅲ - ６　グスク土器（７）　ズケ 17- Ｊ９- オ



─ 27 ─

第３節　新城大道原第一遺跡

（3）ズケ 18- Ｊ１- キ・ク

　試掘坑 J1- コで確認された包含層の広がりを把握するために東側に 3 箇所分（4m×12m）を連結し

て設定した試掘坑。一部近世～近代相当の耕作土と思われる堆積が確認されたが、グスク時代以前の遺

構は検出されなかった。地形的に高くなっており、一部で岩盤が確認された。堆積のほとんどが米軍造

成による盛土であった。

第Ⅲ -24 図　試掘坑断面図　ズケ 18- Ｊ１- キ・ク（東壁・南壁）

第Ⅲ -25 図　試掘坑平面図　ズケ 18- Ｊ１- キ・ク
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第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

（4）ズケ 18- Ｊ２- キ・ク

　試掘坑 J1- コで確認された包含層の西側への広がりを把握するために設定した試掘坑。2 箇所分（4m

× 8m）で設定。複数のピットと土器が確認された。検出されたピットを一部半裁したところ、柱穴と

判断された。覆土中より土器が出土している。

第Ⅲ -26 図　試掘坑断面図　ズケ 18- Ｊ２- キ・ク（東壁・南壁）

第Ⅲ -27 図　試掘坑平面図　ズケ 18- Ｊ２- キ・ク

SP

SP SP

SP

SP

SP

SP

SK

SK
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第３節　新城大道原第一遺跡

9

8

10

9

8

10

第Ⅲ -28 図　土器（８）、縄文土器（９・10）

図版Ⅲ - ７　土器（８）、縄文土器（９・10）
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第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

（5）ズケ 17- Ｊ８- ノ

　米軍造成土が現地表面から約 1.0m 堆積。掘削深度約 2.0m。Ⅱ層は a1 ～ a4 層まで堆積。Ⅱ a4 層

上面でピットを検出。下層確認のため試掘坑北側を段堀し、Ⅱ a4 層面においてもピットを検出した。

検出されたピットは計 5 基であり、直径は約 20cm で円形を呈している。これらのピットは断面で確

認していないため、詳細は不明。表面観察よりグスク時代相当かと推測される。

第Ⅲ -29 図　試掘坑断面図　ズケ 17- Ｊ８- ノ（北壁・東壁）

第Ⅲ -30 図　試掘坑平面図　ズケ 17- Ｊ８- ノ

SP

SP

SP

SP
SP

1111

第Ⅲ -31 図　グスク土器 ?（11） 図版Ⅲ - ８　グスク土器 ?（11）
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第３節　新城大道原第一遺跡

（7）ズケ 17- Ｊ 10- ナ

　米軍造成により、現地表面から約 1.7 ｍまで造成土が堆積。下部は一部近代耕作の残りと思われるⅡ

ａ -1 層が見られるが、造成土下はマージ層であり、マージ層も上部は平坦に削平されている。南側で

は配管を確認した。マージ層上面において溝状遺構とこれに並列するピットを検出した。これらの遺構

は、近世～近代相当の耕作に伴う溝と思われる。

（6）ズケ 17- Ｊ 10- ツ

　米軍により現地表面から約 1.5m まで造成土が堆積。また、部分的に埋設管設置に伴う攪乱も確認さ

れた。Ⅱ層は a1 ～ a3 層まで堆積。北壁においてⅡ a2 と a3 を切る溝状遺構を検出した。この溝は近

世～近代相当の遺構と思われる。

第Ⅲ -32 図　試掘坑断面図　ズケ 17- Ｊ10-ツ（北壁・東壁）

第Ⅲ -33 図　試掘坑断面図　ズケ 17 - Ｊ10- ナ（北壁・東壁）
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第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

（8）ズケ 24- Ａ 10- ク

　米軍の造成土の堆積は浅がⅡ層上面は削平されている。また、調査区の中央は配管に伴う造成で攪乱

されていた。調査区南側で現地表面から約 0.5 ｍより土坑とピットを検出した。ピットは規則的に配置

されているように思われ、植栽痕の可能性が考えられる。一部東側で岩盤が露出しており、埋設管設置

による攪乱が見られる。壁面において現地表面から 0.7m 程でマージ層が確認できた。

第Ⅲ -34 図　試掘坑平面図　ズケ 17- Ｊ 10- ナ

第Ⅲ -35 図　試掘坑断面図　ズケ 24- Ａ 10- ク（北壁・東壁）
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第３節　新城大道原第一遺跡

（9）ズケ24-Ｂ 10-イ

　米軍造成土の堆積は薄いが、マージ層を削平して堆積している。掘削深度は約 0.5m で、マージ層上

面で複数のピットを検出した。ピットは覆土より近世～近代相当と推測される。

第Ⅲ -37 図　試掘坑断面図　ズケ 24- Ｂ 10- イ（北壁・東壁）

第Ⅲ -36 図　試掘坑平面図　ズケ 24- Ａ 10- ク

1212

第Ⅲ -38 図　青銅製品：煙管（12） 図版Ⅲ - ９　青銅製品：煙管（12）
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第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

（10）ズケ24-Ｂ９-ク

　米軍造成土が現地表面から約 0.5m 堆積、下部はⅡ層が残存する。南西側はマージ層を掘り込んで溝

状遺構が形成？されている。この溝状遺構の下部より礫込溝を検出。

第Ⅲ -39 図　試掘坑平面図　ズケ 24- Ｂ 10- イ

第Ⅲ -40 図　試掘坑断面図　ズケ 24- Ｂ９- ク（西壁・南壁）

13

13

第Ⅲ -41 図　沖縄産施釉陶器：碗（13） 図版Ⅲ -10　沖縄産施釉陶器：碗（13）
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第３節　新城大道原第一遺跡

第Ⅲ -43 図　試掘坑平面図　ズケ 24- Ｂ９- ク

カクラン

遺物

14 14

第Ⅲ -42 図　沖縄産施釉陶器：壺（14） 図版Ⅲ -11　沖縄産施釉陶器：壺（14）
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第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

　字新城小字大道原に所在する。平成 27

年度に実施した試掘調査によって新規で発

見された遺跡である。遺跡は県道 81 号線

から 30m ほど北側に位置する場所にあり、

地区内道路を挟んで北側を市が、南側を県

が試掘調査を実施した。遺跡範囲について

は、県市の試掘結果を総合して設定した。

主体は近世～近代相当の遺構、遺物が出土

しているが、北端で黒褐色土を覆土とする

ピットが 1 基検出されたことからグスク時

代まで遡ると想定される。ただし、同時代

の包含層は確認されなかったことから、近

世～近代頃の耕作、基地接収時の造成等に

よって攪乱されたものと推察される。ちな

みに遺跡北側では現地表面直下において岩盤が検出され、その岩盤自体削平されていることが確認された。

　以下、遺構が確認された各試掘坑について詳述する。

（1）ズケ24-Ｈ６-ナ

　現地形は、南東から北西方向へ傾斜している。米軍の造成も東側から西側へ切土され、北東部分はマー

ジ層まで削平される。南側はⅡ層上部が平坦に削平されていることから、造成する際、一定の高さで面

を造りながら平坦に削り、その後に盛土して段状の地形を造ったと推察される。Ⅱ層は耕作土（近代相

当？）が一部残存し、直下はマージ層となる。Ⅱ層面においてピット、溝状遺構をそれぞれ 1 基検出。

遺物は沖縄産無釉陶器が出土している。マージ層上面においてピットを１基検出。直径は約 20cm で

円形となる。覆土は表面観察において暗褐色粘質シルトを呈し、土器細片が出土した。

第４節　新城大道原第二遺跡

第Ⅲ -45 図　試掘坑断面図　ズケ 24- Ｈ６- ナ（北壁・東壁）

333

新城大道原第ニ遺跡

334

新城大道原

第三遺跡

339

普天間旧道跡

333

新城大道原第ニ遺跡

334

新城大道原

第三遺跡

339

普天間旧道跡

第Ⅲ -44 図　試掘箇所
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第４節　新城大道原第二遺跡

16

第Ⅲ -48 図　沖縄産無釉陶器：水甕（16）

図版Ⅲ -13　沖縄産無釉陶器：水甕（16）

1515

第Ⅲ -47 図　グスク土器（15） 図版Ⅲ -12　グスク土器（15）

第Ⅲ -46 図　試掘坑平面図　ズケ 24- Ｈ６- ナ

カクラン

カクランカクラン

SP

16
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第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

（2）ズケ 24- Ｉ４- ケ

　米軍造成土は現地表面から 1.0m まで堆積。Ⅱ層が一部残存するが、マージ層上面も削平される。下

層確認のため、北側にトレンチを設定し約 2.0m まで掘削した。マージ層上面において近代相当のピッ

トと杭痕を検出した。

1717

第Ⅲ -50 図　沖縄産施釉陶器：壺（17） 図版Ⅲ -14　沖縄産施釉陶器：壺（17）

第Ⅲ -49 図　試掘坑断面図　ズケ 24- Ｉ４- ケ（北壁・東壁）
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第４節　新城大道原第二遺跡

（3）ズケ 24- Ｉ５- ツ

　現地表面から約 1.5m まで米軍の造成土が堆積。直下にⅡ a1 層が堆積。上面は平坦で削平されてい

ると思われる。下層にマージ層が堆積するが、Ⅱ層との境は比較的平坦であるが、微弱な凹凸が見られ

る。耕作による影響と考えられる。マージ層の上面において近世～近代頃と思われるピットが 4 基検

出された。遺物は沖縄産施釉陶器が出土している。

18 18

第Ⅲ -52 図　沖縄産施釉陶器：急須（18） 図版Ⅲ -15　沖縄産施釉陶器：急須（18）

第Ⅲ -51 図　試掘坑断面図　ズケ 24- Ｉ５- ツ（北壁・東壁）
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第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

　喜友名地区の小字山川原に所在する。平

成 27 年度に実施した試掘調査によって新

規で発見された遺跡である。遺跡は県道

81 号線から 200m ほど北側に位置する。

遺跡の現況地形は、北東側が急傾斜して

おり、中心部は概ね平坦で緩やかに南側へ

髙くなっている。当遺跡の西側にはヤファ

レーグーフーと呼称される小高い石灰岩丘

陵があり、喜友名山川原第五遺跡、喜友名

山川原古墓群が所在する。

　試掘調査の結果、遺跡南東から北西にか

けて谷状地形（迫地）が延びていることが

判明した。遺構はこの迫地の周辺で多く確

認されている。戦前、米軍によって撮影さ

れた航空写真（1945 年 1 月～ 3 月撮影）では、遺跡地一帯は畑地となっており、表面上凹地の地形は

見られない。おそらく、この谷状の地形があった時期は、近世以前に相当すると思われ、試掘坑断面を

観察する限り、グスク時代まで遡る可能性が高い。近世期の後半から近代にかけて耕作地を確保するた

めの何らかの造成が行われたと推測される。

（1）ズケ 24- Ｅ 10- セ

　現地表面から約 0.5 ｍまで米軍造成土が堆積している。比較的Ⅱ層が良好に残存し、Ⅱ a1 ～ a3 層

に分層される。約 1.0 ～ 1.5 ｍ掘り下げたところマージ層を検出し、上面にて溝状遺構、ピットが確認

された。Ⅱ a3 層は地山直上に薄く残存しており、おそらく、上位層であるⅡ a1、a2 層の耕作によっ

て撹拌された可能性が高い。遺物は、陶質土器、沖縄産無釉陶器が出土している。

第５節　喜友名山川原第八遺跡

第Ⅲ -54 図　試掘坑断面図　ズケ 24- Ｅ 10- セ（北壁・東壁）

335

喜友名山川原第八遺跡

335

喜友名山川原第八遺跡84

喜友名

山川原古墓群

第Ⅲ -53 図　試掘箇所
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第５節　喜友名山川原第八遺跡

第Ⅲ -55 図　試掘坑平面図　ズケ 24- Ｅ 10- セ

（2）ズケ 24- Ｆ９- カ

　現地表面から約 1.5m まで米軍造成土が堆積。直下に薄くⅡ a1 層が見られる。下はマージ層で東か

ら西方向に攪乱溝が走る。マージ層上面でピット 3 基を検出。覆土より、近世～近代相当と推測される。

遺物は出土していない。

第Ⅲ -56 図　試掘坑断面図　ズケ 24- Ｆ９- カ（北壁・東壁）



─ 42 ─

第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

（3）ズケ 24- Ｆ10- ウ

　掘削深度約 1.1m で、現地表面から約 0.8m でマージ層を確認した。マージ層上面では、ピット、土

坑を検出。表土は米軍造成土で、厚さ 0.4m ほどであり、直下には近世～近代の耕作土と思われるⅡ a

層が堆積している。遺物は、沖縄産無釉陶器、本土産磁器である。マージ層で検出したピットを半裁し

たところ、土器片が出土。グスク時代相当と推測される。

第Ⅲ -57 図　試掘坑平面図　ズケ 24- Ｆ９- カ

第Ⅲ -58 図　試掘坑断面図　ズケ 24- Ｆ 10- ウ（北壁・東壁）
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第５節　喜友名山川原第八遺跡

（4）ズケ 24- Ｆ 10- ナ

　掘削深度約 1.3m、3 枚に細分。最下層はマージ層で、上面よりピットと溝状遺構を検出した。遺物

は土器、白磁、本土産磁器などである。先述した F10- ウと同時期の遺構と推測される。

第Ⅲ -59 図　試掘坑平面図　ズケ 24- Ｆ 10- ウ

1919

第Ⅲ -60 図　グスク土器：（19） 図版Ⅲ -16　グスク土器：（19）

第Ⅲ -61 図　試掘坑断面図　ズケ 24- Ｆ 10- ナ（北壁・東壁）
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第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

第Ⅲ -62 図　試掘坑平面図　ズケ 24- Ｆ 10- ナ

20
20

第Ⅲ -63 図　白磁：碗（20） 図版Ⅲ -17　白磁：碗（20）

第Ⅲ -65 図　青銅製品：鍔（22）ズケ 24- Ｄ９- ト 図版Ⅲ -19　青銅製品：鍔（22）ズケ 24- Ｄ９- ト

2121

第Ⅲ -64 図　白磁：碗（21）ズケ 24- Ｅ９- サ 図版Ⅲ -18　白磁：碗（21）ズケ 24- Ｅ９- サ

2222
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第５節　喜友名山川原第八遺跡

（5）ズケ 24- Ｇ９- セ

　掘削深度約 1.8m。現地表面から約 0.6m まで米軍造成土が堆積。下層はⅡ a 層が堆積、3 枚に細分可能。

マージ層及び岩盤は確認できていない。遺物は土器、カムィヤキ、沖縄産施釉陶器、無釉陶器などが出

土している。

23

第Ⅲ -67 図　カムィヤキ（23）

図版Ⅲ -20　カムィヤキ（23）

第Ⅲ -66 図　試掘坑断面図　ズケ 24- Ｇ９- セ（北壁・東壁）

23
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第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

（6）ズケ 24- Ｇ 10- チ

　掘削深度約 1.9m で下層はⅡ層が堆積する。マージ層及び岩盤が未確認。最下層はⅡ a-4 層となるが、

土器の小片が出土している。グスク時代包含層か。

第Ⅲ -68 図　試掘坑断面図　ズケ 24- Ｇ 10- チ（北壁・東壁）

2424

第Ⅲ -69 図　青花：碗（24） 図版Ⅲ -21　青花：碗（24）
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第５節　喜友名山川原第八遺跡

（7）ズケ 25- Ｅ１- キ

　掘削深度約 1.4m。下層に堆積するⅡ層は a1 ～ a4 の 4 枚に細分可能。マージ層及び岩盤は確認でき

ていない。Ⅱ a4 層上面にてピット及び土坑を検出。グスク時代相当の遺構と思われる。遺物は土器の

小片や白磁が出土している。

第Ⅲ -70 図　試掘坑断面図　ズケ 25- Ｅ１- キ（北壁・東壁）

第Ⅲ -71 図　試掘坑平面図　ズケ 25- Ｅ１- キ

第Ⅲ -72 図　白磁：碗（25） 図版Ⅲ -22　白磁：碗（25）

2525
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第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

（8）ズケ 25- Ｆ１- キ

　掘削深度約 1.2m。サブトレンチによる下層確認を含めると約 2.2m となる。現地表面から深さ約 1.6m

でマージ層を確認。表土以下はⅡ a 層が 1m ほど堆積し、Ⅱ a1 ～ a4 の 4 枚に細分可能。また、Ⅱ a4

層上面にてピットを検出した。直下にはⅡ b 層が堆積する。遺物はカムィヤキや沖縄産無釉陶器など

が出土している。

2626

第Ⅲ -75 図　カムィヤキ（26） 図版Ⅲ -23　カムィヤキ（26）

第Ⅲ -74 図　試掘坑平面図　ズケ 25- Ｆ１- キ

第Ⅲ -73 図　試掘坑断面図　ズケ 25- Ｆ１- キ（北壁・東壁）
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第５節　喜友名山川原第八遺跡

（9）ズケ 25- Ｆ２- ア

　掘削深度約 0.5m。Ⅱ a2 層上面にてピットや溝を検出した。これらは遺構覆土などから近世～近代

相当の遺構と推測される。

第Ⅲ -76 図　試掘坑断面図　ズケ 25- Ｆ２- ア（北壁・東壁）

第Ⅲ -77 図　試掘坑平面図　ズケ 25- Ｆ２- ア
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第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

（10）ズケ 25- Ｆ２- シ

　掘削深度約 2.0m、造成土が約 1.5 ｍ堆積し、下層はⅡ層堆積する。マージ層や岩盤は確認できてい

ない。Ⅱ a 3 層とⅡ a 4 層は土質が黒褐色粘質シルトを呈し、部分的に赤色粒子が混じるなど、特徴的

な堆積を示している。類似の堆積として「野嵩タマタ原遺跡」があり、迫地の堆積と想定される。遺物

は黒曜石片が出土している。

第Ⅲ -78 図　試掘坑断面図　ズケ 25- Ｆ２- シ（北壁・東壁）

28

27 27

29

28

図版Ⅲ -24　沖縄産施釉陶器：灰釉碗（27）、

 陶質土器：急須（28）、黒曜石（29）

第Ⅲ -79 図　沖縄産施釉陶器：灰釉碗（27）、

 陶質土器：急須（28）
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第５節　喜友名山川原第八遺跡

30

30

第Ⅲ -80 図　石器：磨石（30）

図版Ⅲ -25　石器：磨石（30）
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第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

　喜友名地区の小字山川原に所在する。平

成 27 年度に実施した試掘調査によって新

規で発見された遺跡である。当遺跡北側の

崖面には喜友名山川原第五遺跡、喜友名山

川原古墓群が所在する。

　試掘坑は建物を避けて配置したため、南西

側での実施となった。想定される遺跡の範囲

としては、試掘坑を設定できなかった西側に

大きく広げている。戦前の航空写真（S20 年）

を見ると遺跡の中心から東側は小高い丘に

なっており、恐らく北側の丘陵が舌状に伸び

ていたと推測され、戦後米軍の造成により岩

盤もろとも削平されたと思われる。

　

（1）ズケ 25- Ｉ５- ノ

　掘削深度約 1.4m で、表層を含め 4 枚に細分。最下層においてピットを７基検出した。また、細片で

はあるが土器が出土している。マージ層は確認されていない。現地表面から 50 ～ 90cm ほど造成土が

堆積し、遺構面である最下層はグスク時代またはそれ以前まで遡ると推測される。

第６節　喜友名山川原第九遺跡

336

喜友名山川原第九遺跡

62

喜友名山川原第五遺跡
喜友名山川原第四遺跡

喜友名山川原第十遺跡

61

337

336

喜友名山川原第九遺跡

62

喜友名山川原第五遺跡
喜友名山川原第四遺跡

喜友名山川原第十遺跡

61

337

第Ⅲ -81 図　試掘箇所

第Ⅲ -82 図　試掘坑断面図　ズケ 25- Ｉ５- ノ（西壁・北壁）
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第６節　喜友名山川原第九遺跡

第Ⅲ -83 図　試掘坑平面図　ズケ 25- Ｉ５- ノ

SP

SP

SP

SP

SP

SP

SP

31

31

第Ⅲ -84 図　沖縄産無釉陶器：（31） 図版Ⅲ -26　沖縄産無釉陶器：（31）

（2）ズケ 25- Ｊ５- 二

　掘削深度約 1.6m、堆積層は 4 枚に細分した。下層の 2 枚は、マージ層と岩盤である。マージ層上面

は削平されているが、平面でピットを 1 基検出した。上層は戦後の造成土となっている。遺物は撹乱

土中より青花の細片が１点と石器（破片）が１点得られている。

第Ⅲ -85 図　試掘坑断面図　ズケ 25- Ｊ５- ニ（南壁・西壁）
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第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

第Ⅲ -86 図　試掘坑平面図　ズケ 25- Ｊ５- ニ

SP

3232

第Ⅲ -87 図　石器：磨石（32） 図版Ⅲ -27　石器：磨石（32）

（3）ズケ 25- Ｊ６- ケ北

　掘削深度約 1.5m、3 枚に細分。最下層は石灰岩岩盤でその岩盤に張り付くように薄く黒褐色の包含

層が堆積していた。この層は細かな土器片を含む先史相当の包含層と推測された。北側は岩盤が大きく

削平され、切り石が一つ確認された。想定するに古墓の一部が残存したのかと思われるが、面影はない。

第Ⅲ -88 図　試掘坑断面図　ズケ 25- Ｊ６- ケ北（東壁・南壁）
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第６節　喜友名山川原第九遺跡

3635

3433

36

35

34

33

第Ⅲ -89 図　沖縄産施釉陶器：鍋（33）、土器（34 ～ 36）

図版Ⅲ -28　沖縄産施釉陶器：鍋（33）、土器（34 ～ 36）
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第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

第Ⅲ -90 図　試掘坑断面図　ズケ 25- Ｊ６- ケ南（東壁・南壁）

（4）ズケ 25- Ｊ６- ケ南

　掘削深度約 0.6m。J6- ケ北の包含層の広がりを確認するために設定。遺構はなく、薄く岩盤に沿っ

て黒褐色土が堆積している。南側は大きく削れており、広がりは確認できなかった。また、西側につい

ても現地形が削平された状態であり、岩盤が露出していることから広がりはないものと想定される。

37

37

第Ⅲ -91 図　沖縄産無釉陶器：擂鉢（37）ズケ 25- Ｊ６- ナ

図版Ⅲ -29　沖縄産無釉陶器：擂鉢（37）ズケ 25- Ｊ６- ナ
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第７節　喜友名山川原第十遺跡

　喜友名地区小字山川原に所在する。平成

27 年度に実施した試掘調査によって新規

で発見された遺跡である。遺跡は県道 81

号線から 30m ほど北側に位置する場所に

あり、試掘調査の結果、数段の切石による

石積みとマージ層を掘り込んで形成された

暗渠と思われる遺構を検出した。周囲に設

定した試掘坑では岩盤が削平されている状

況が確認された。特に南側の県道 81 号線

とは高低差が８ｍ以上あり、米軍よる大規

模な地形改変で旧地形は消失しているもの

と推測される。

　

（1）ズケ 30- Ｂ１- イ

　掘削深度約 1.6m、3 枚に細分。Ⅰ層は表土層で、２枚目以下はマージ層である。現地表面から

40cm ほどでマージ層を確認。このマージ層を掘り込む形で作られた石組遺構が検出された。この石組

遺構は幅 40cm を呈し、掘り込んだマージ層の両側に平たい石を立てて並べ、一部で蓋状に配置され

た石も確認された。これらの形状から暗渠と想定されたが、内部には土砂が堆積し、完全に埋没してい

る状況であった。蓋石も全面にあるわけではなく、詳細については不明であった。広がりを確認するた

め、南側に隣接して同規模の試掘坑を設定した。

第７節　喜友名山川原第十遺跡

337

喜友名山川原第十遺跡

喜友名山川原第九遺跡336

337

喜友名山川原第十遺跡

喜友名山川原第九遺跡336

第Ⅲ -92 図　試掘箇所

第Ⅲ -93 図　試掘坑断面図　ズケ 30- Ｂ１- イ（北壁・東壁）
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第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

3838

第Ⅲ -95 図　カムィヤキ ?（38） 図版Ⅲ -30　カムィヤキ ?（38）

第Ⅲ -94 図　試掘坑平面図　ズケ 30- Ｂ１- イ

（2）ズケ 30- Ｂ１- イ南

　上述した暗渠に繋がる石積を確認。石積はＬ字状に配置され、暗渠は石積の角に接続している。試掘

坑の外側に石積が広がっているが、全体は不明。マージ層を掘り込んで石を配置しており、内側向きに

面を持つ。覆土は攪乱土が厚く堆積。出土遺物から近代相当と推定される。調査時点で想定していた構

造物としては、石積表面にモルタルが塗布されていたことから、畑等に利用する為の貯水槽かと思われた。

第Ⅲ -96 図　試掘坑断面図　ズケ 30- Ｂ１- イ南（東壁・南壁）
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第７節　喜友名山川原第十遺跡

第Ⅲ -97 図　試掘坑平面図　ズケ 30- Ｂ１- イ南

3939

第Ⅲ -98 図　沖縄産施釉陶器：鉢〔ワンブー〕（39） 図版Ⅲ -31　沖縄産施釉陶器：鉢〔ワンブー〕（39）

4040

第Ⅲ -99 図　沖縄産施釉陶器：鉢〔ワンブー〕（40） 図版Ⅲ -32　沖縄産施釉陶器：鉢〔ワンブー〕（40）
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第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

　新城下原第二遺跡の試掘調査は平成 27 年度

に実施した。調査区一帯は、東側から流れる湧

水の影響で地盤が軟らかくなっており、掘削に

よる水の湧き出しが懸念された。調査を開始し

たところ、懸念されたとおり、地表下約 1m レ

ベルにおいて壁面から水が染み出して試掘坑内

は常に水が溜まるという状態であった。幸いに

水は常時染み出しているものの、湧き出すほど

ではなかったことから、試掘坑の片側を重機に

よって深堀りし、水の影響を最小限に抑えなが

ら調査を続行した。結果として遺構等は確認さ

れなかったが、水量豊富な一帯は、戦前まで水

田として利用された場所であり、沖縄県教育委

員会が平成 11 年度から平成 16 年度にかけて近接地で実施した同遺跡の発掘調査では、グスク時代の水田跡

や貝塚時代後期の貝集積遺構、貝塚早期の爪形文土器など多数の文化財が確認されている（註１）。

　本遺跡の包蔵地の範囲は、一部が当該地区の北端まで広がっていることが想定されているが、遺跡の

本体は過年度の調査成果及び周辺地形から察するに、イシジャーから流れる河川（現排水路）の北側、

現在のキャンプ瑞慶覧内にいまだ地下に埋もれた状態で残存するものと思われる。グスク時代相当に比

定される水田等もこの河川を利用（灌漑）していたものと思われる（註２）。

（1）ズケ18-Ｇ 10-カ

　掘削深度約 2.0m、Ⅱ層は 5 枚に細分。各層厚は薄く、20 ないし 30 ｃｍ程度であり、水平堆積を呈し

ている。上層は近世または近代相当の水田層と考えられる。最下層は砂の混じりが少ないことや炭化物、

焼土が確認できないことから自然堆積層と思われるが、整地層（人為的な堆積）の可能性も考えられる。

第８節　新城下原第二遺跡

37

新城下原第二遺跡

39

新城上殿遺跡

喜友名下原第三遺跡

74

39

新城上殿遺跡

37

新城下原第二遺跡

喜友名下原第三遺跡

74

第Ⅲ -100 図　試掘箇所

第Ⅲ -101 図　試掘坑断面図　ズケ 18-G10- カ（東壁・南壁）
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第８節　新城下原第二遺跡

（２）ズケ19-H2-ネ

　掘削深度約２ｍ（４ｍ）。Ⅱ層は 6 枚に細分。Ⅱａ～ｂ層は近世から近代相当の水田層と思われ、Ⅱ

ｄ層はグスク時代相当の水田層が想定される。直上にⅡｃ層（間層）の砂質シルトが堆積する。本試

掘坑では、記録後に重機によって下層確認をおこない、表層より 4 ｍ下部において木片が確認された。

過年度に県が実施した調査では、これと類似する木材出土層が確認されており、その下位から爪形文土

器等が出土している。

註１：沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書第 35 集　『新城下原第二遺跡－キャンプ瑞慶覧内整備工場建設に係る緊

　　　急発掘調査報告－』沖縄県立埋蔵文化財センター　平成 18（2006）年 3 月

註２：宜野湾市文化財保護資料第 62 集　『＝瑞慶覧地区文化財保護マスタープラン策定調査事業＝瑞慶覧地区再現検討

　　　調査業務報告書』沖縄県宜野湾市教育委員会　平成 17（2005）年 3 月

第Ⅲ -102 図　試掘坑断面図　ズケ 19-H2- ネ（北壁・東壁）
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第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

　普天間石川原第二遺跡の試掘調査は平成

26 年度に実施した。試掘調査を実施する前

は、米軍の住宅地区として利用されていた

場所であり、これまで文化財調査が実施さ

れていない未調査区域であった。第Ⅰ章に

記載したように平成 25 年度に当該地区の

返還が決まり、跡地利用計画の策定を見据

えて早期に文化財の有無を把握する必要が

生じ、返還前から試掘調査が実施できるよ

うに沖縄防衛局をはじめ関係部局と調整し、

平成 26 年 8 月に米軍より掘削を含む文化

財調査の許可を受けて調査を開始した。

　調査は 8 月 15 日から開始されたが、試掘

調査中に油臭や油分が確認され、8 月 22 日にズケ 16‐H5‐タよりドラム缶が検出された。これにより、土

壌汚染の調査を必要とされたことから調査を一時中断することとなった。この間、都合 22 箇所の試掘調査

を実施している。その後、沖縄防衛局により土壌分析調査が実施され、同年 12 月の調査報告では即人体に

影響を及ぼす汚染は確認されなかった。この調査結果を受けて、市教育委員会では関係部署と協議調整を図

り、平成 27 年 2 月に調査を再開した。調査地は当初予定地からイシジャーを挟んで西側のベースボールコー

ト一帯（新城上殿遺跡近傍）に再配点しておこなった。その後、平成 27 年度に当市より依頼を受けた県立

埋蔵文化財センターによって試掘調査が行われ、広範囲に遺跡が残存している状況が把握された。

（1）ズケ16-Ｆ６-シ

　平成 26 年度調査にて実施。現地表面から約 1.5m で石灰岩岩盤を検出。米軍造成層とマージ層の間に

近代相当の耕作土（Ⅱ層）が堆積。上部は米軍により削平され、層厚は 10 ㎝以下である。南東－北西方

向に石列（20 ㎝前後の未加工の石灰岩礫を並べたもの）を配置しており、耕作に関連した遺構と思われる。

第９節　普天間石川原第二遺跡

338

普天間石川原第二遺跡

16

普天間石川原第一遺跡

338

普天間石川原第二遺跡

16

普天間石川原第一遺跡

第Ⅲ -103 図　試掘箇所

第Ⅲ -104 図　試掘坑断面図　ズケ 16- Ｆ６- シ（西壁・北壁）
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第９節　普天間石川原第二遺跡

第Ⅲ -105 図　試掘坑平面図　ズケ 16- Ｆ６- シ

第Ⅲ -106 図　青花：碗（41） 図版Ⅲ -33　青花：碗（41）

（2）ズケ16-Ｇ６-ウ

　平成 26 年度調査にて実施。北東側に性格不明の落ち込みや南東側に複数のピットを確認。出土遺物

から近世・近代相当の遺構を思われる。落ち込みについては調査区が矮小であったため全形は不明であ

り、溝の可能性も考えられる。溝であれば北西－南東方向に軸を持つと思われる。

第Ⅲ -107 図　試掘坑断面図　ズケ 16- Ｇ６- ウ（北壁・東壁）

4141
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第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

第Ⅲ -108 図　試掘坑断面図　ズケ 16- Ｇ６- ウ（南壁）

42

42

第Ⅲ -110 図　沖縄産施釉陶器：碗（42）

図版Ⅲ -34　沖縄産施釉陶器：碗（42）

第Ⅲ -109 図　試掘坑平面図　ズケ 16- Ｇ６- ウ
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第 10 節　喜友名山川原丘陵古墓群

　喜友名山川原丘陵古墓群は、当該地区ハ

ウジングエリアの西側、標高 50~60m の

急峻な斜面ないし断崖に形成される遺跡

である。1983 年から 1984 年にかけて市

教育委員会による緊急発掘調査が行われ、

喜友名山川原第五遺跡と重なる部分（ヤ

ファレーグーフーと呼ばれる海抜約 56m

の丘陵）において 25 基の掘込墓が確認さ

れている。また、同調査によって近隣地よ

り 6 基の古墓も確認され、計 31 基が確認

されている（註１）。平成 27 年度に実施

した試掘調査において、近接するハウジ

ングエリア内より米軍の造成工事によっ

て埋没したと思われる古墓が確認された

ことから、当該古墓の範囲が南側に広が

ることが判明した。なお、今回調査で新たに発見された古墓は、内部に蔵骨器などはなく、既に改葬さ

れたものと思われる。

（１）ズケ25-Ｅ４-ネ

　地表面から約 50 ㎝レベルで地山を確認。米軍造成層との間に近世～近代相当の耕作層が堆積し、集

石遺構を検出。北西－南東方向に向かって傾斜地形を横断するように石を配置。東側の立ち上がりは明

瞭だが、西側はなだらかに下がる。石の大きさは 10 ～ 20 ㎝大で様々。畑の区画あるいは土留めの可

能性が考えられる。遺物は本土産磁器が出土している。

第 10節　喜友名山川原丘陵古墓群　

61
喜友名山川原第四遺跡

喜友名古水田跡
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喜友名山川原
第五遺跡

喜友名山川原
第二遺跡

336
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84
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丘陵古墓群

64
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76
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第六遺跡

59

89 335

61
喜友名山川原第四遺跡

喜友名古水田跡
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喜友名山川原
第五遺跡

喜友名山川原
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336
喜友名山川原
第九遺跡
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喜友名山川原
丘陵古墓群
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洞穴遺跡
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喜友名山川原
第六遺跡

59

89 335

第Ⅲ -111 図　試掘箇所

第Ⅲ -112 図　試掘坑断面図　ズケ 25- Ｅ４- ネ（北壁・東壁）
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第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

43

43

第Ⅲ -114 図　本土産磁器：杯（43） 図版Ⅲ -35　本土産磁器：杯（43）

第Ⅲ -113 図　試掘坑平面図　ズケ 25- Ｅ４- ネ
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第 10 節　喜友名山川原丘陵古墓群

（２）ズケ30-Ｂ８-テ南

　完全に埋没していたところ、平成 27 年度の試掘調査で発見された。天井部は削平され、内部には土

砂が堆積する。石灰岩を掘り込んで形成されており、正面は切石を組み合わせて形成される。上部が削

平されているため、本来の形態は不明。墓口は東側を向く。

第Ⅲ -115 図　試掘坑断面図　ズケ 30- Ｂ８- テ南（東壁・南立面）

第Ⅲ -116 図　試掘坑平面図　ズケ 30- Ｂ８- テ南
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第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

第Ⅲ -117 図　沖縄産施釉陶器：瓶（44） 図版Ⅲ -36　沖縄産施釉陶器：瓶（44）

44

44
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（３）ズケ25-Ｅ３-テ

　完全埋没。天井部含め、全体的に上部は削平されている。内部には土砂が堆積。蔵骨器等は確認でき

ないことから、すでに改葬済みと思われる。北東側の丘陵を背に墓口は南西側を向いている。

第Ⅲ -118 図　試掘坑断面図　ズケ 25- Ｅ３- テ（北壁・東壁）

第 10 節　喜友名山川原丘陵古墓群

第Ⅲ -119 図　試掘坑平面図　25- Ｅ３- テ

註１：宜野湾市文化財調査報告書第５集　『喜友名遺跡群』宜野湾市教育委員会　1984 年
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第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

第Ⅲ - １- １表　平成 26 年度　西普天間試掘成果一覧
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H26 年度　西普天間試掘成果一覧

第Ⅲ - １- ２表　平成 26 年度　西普天間試掘成果一覧
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第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

第Ⅲ - ２- １表　平成 27 年度　西普天間試掘成果一覧
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H27 年度　西普天間試掘成果一覧

第Ⅲ - ２- ２表　平成 27 年度　西普天間試掘成果一覧
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第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

第Ⅲ - ２- ３表　平成 27 年度　西普天間試掘成果一覧
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H27 年度　西普天間試掘成果一覧

第Ⅲ - ２- ４表　平成 27 年度　西普天間試掘成果一覧
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第Ⅲ章　試掘・確認調査の成果

第Ⅲ - ２- ５表　平成 27 年度　西普天間試掘成果一覧
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H27 年度　西普天間試掘成果一覧

第Ⅲ - ３表　平成 27 年度　西普天間試掘成果一覧　
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第Ⅳ章　分布調査の成果

第Ⅳ章　分布調査の成果

第１節　はじめに

　平成 26 年度に実施した分布調査は、斜面緑地に位置する新城区と安仁屋区に所在する渓谷地形のイ

シジャーエリアであり、総面積約 10 万㎡の分布調査を実施した。調査の方法としては、幹回り 5cm

以上の木や稀少植物などを除いて下草を伐採し、目視にて文化財の有無を確認した。また、25cm コン

ターにて詳細な地形測量を行い、微弱な地形や段、切土盛土による改変状況など戦前の土地活用につい

ての検討も行った。調査の成果としては、各湧泉のほか、古墓、石切場、石積み、水路跡、洞穴、溝状

遺構などが確認されている。調査成果については地区ごとに下記に記述する。

第２節　新城区の調査成果

　平成 26 年度に実施した分布調査によってハンタモーと呼ばれる平場や里道、石切場のほか、屋敷囲

いと想定される造成地形などが確認された。「ハンタモー」は、戦前に新城の若者たちが毛遊びする広

場であったといわれている。

　石切場跡は、近接して 2 ヶ所で確認された。一帯は新城上殿遺跡の範囲となっており、普天間基地

内にある新城古集落の前には、この周辺に元集落があったという伝承がある。石切場の使用（利用）時

期については不明であるが、喜友名泉の西側にある石切場が明治以降（喜友名泉にある香炉記載の年代

より）と想定されることから、新城の石切場も同時期と推測される。

　新城には、前述した集落に係わるものとしてシンバルガー（またはアラグスクガー）という湧泉が戦

前まであったという。残念ながら今回の分布調査においてはその場所を特定することは出来なかった。

おそらく、米軍による盛土造成などによって埋没したものと想定される。今後さらなら追加調査を行う

必要がある。ちなみに、シンバルガーの「シンバル」とは、一帯の小字名である下原のことで、聞き取

り調査に際して古老より、「新城集落の人はシンバルガーと呼び、他集落の人はアラグスクガーと呼称

した」そうである。また、戦後に設置されたものとして「豊之泉」がある。もともとは米軍によってシ

ンバルガーの流水を利用したコンクリート製の揚水場が設置され、その後使用されなくなったものを利

用して伊佐区住民が 1959 年に「豊之泉」を設置したという（註１）。

図版Ⅳ - １　ハンタモー（北側から）　 図版Ⅳ - ２　豊之泉
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第２節　新城区の調査成果
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第Ⅳ - １図　豊之泉周辺の詳細測量図　
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第Ⅳ章　分布調査の成果

新城上殿遺跡　平坦面

新城上殿遺跡　石切場跡

新城上殿遺跡　石積

新城上殿遺跡　道跡

新城上殿遺跡　平坦面

新城上殿遺跡　石切場跡

新城上殿遺跡　石切場跡周辺

新城上殿遺跡　平坦面

図版Ⅳ - ３　遺構記録写真１
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第２節　新城区の調査成果

新城の畑跡

シンバルガーがあったと思われる場所

ナカマグヮーヌメーヌカー

ノグニグヮーヌメーヌカー

土留め石付き斜面

コンクリート製集水タンクと管路

豊之泉

ヤファレーグーフの古墓

図版Ⅳ - ４　遺構記録写真２
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第Ⅳ章　分布調査の成果

第３節　安仁屋区の調査成果

　安仁屋区に所在するイシジャーは、西普天間住宅地区のハウジングエリアを東西に分断するように県

道 81 号線から北西方向に伸びる河川渓谷状の地形を有する緑地部分である。上流、中流、下流に大別

でき、後述する地形的変化が見受けられるほか、周辺にはガジュマル・ハマイヌビワ等の植物や県指定

の天然記念物であるクロイワトカゲモドキが生息し、貴重な自然資源を有している。また、渓谷岸壁に

は多数の古墓や洞穴があり、安仁屋・新城イシジャー流域古墓群として遺跡周知している。

１．自然環境について

　宜野湾市では、平成 25 年度に跡地利用計画策定に向けた自然環境情報の提供・共有化を目的として

自然環境調査を実施している。イシジャーの特徴的な地形について詳細な報告がなされているので、下

記にその報告の抜粋を記載する（註２）。

　「本島中南部や宮古島など多孔質で透水性の高い琉球石灰岩が広く分布する地帯では、河川は形成さ

れず、雨水は蒸発あるいは地下浸透して地下水を形成するということが認識されている。イシジャーは、

河川渓谷状の地形を示し、一部流水も見られ、他の琉球石灰岩地域では見られない、珍しい地形といえ

る。どのようにこのような地形が形成されたのか、成因の研究を含め、学術上も貴重な地形と考えられ

る。（中略）上流部は、2 面張りの間知ブロック護岸で改修されており、暗渠から道路排水などが流入

している。この排水は白濁し、異臭もあることから、上方集落からの生活排水の流入も示唆される。両

岸は標高 78m を頂きとした琉球石灰岩の丘があり、谷底は標高 50m 程度であり、イシジャー上流部

では琉球石灰岩の厚さが最大（30m 以上）となる。

　中流域は自然の渓流状で、常時は浸透して流水は見られない部分もある（枯れ川）。中流域の特徴的

な状況として図 3‐1‐2‐4 断面スケッチを示す。断面に示すように、両岸が高さ 10 ～ 14m の琉球

石灰岩の切り立った崖となり、谷間状の断面は概ね 15m の幅がある。また、高さの違う 2 段の小洞窟

があり、その洞窟の天井部には鍾乳石やカーテンが観察された。洞窟は古墓や御嶽として祭られたもの

とみられるが、内部は人為的に攪乱された痕跡が認められた。いわゆる河床部は赤褐色粘土が堆積して

おり、数 10cm の石灰岩の岩塊が覆っている。なおイシジャーの形成は、洞窟天井の鍾乳石の存在から、

かつての鍾乳洞の天井が崩れてできたドリーネの可能性が示唆され、河床部の岩塊は落盤した天井部の

岩盤の可能性がある。

　下流域では、勾配が緩くなり、谷の延長が南東方向へ向きを変える。この付近ではいわゆる河床部に

布団かごが約 80m に渡り敷設されている。布団かごのため、流水は見られないが、一般に、急流部で

浸食防止のため敷設することが多いため、洪水時に、浸食よる自然護岸の浸食や氾濫が起こっていたこ

とが示唆される。敷地外になるが、その下流域は三面張りのコンクリート護岸となり、河床部は滑りや

すいが、緩やかに流れる透明な流水が見られ、両岸の植生と合わせて清流のような景観が楽しめる。目

視調査の結果、イシジャーの一帯は植生が生い茂り、特殊な地形が残存することが確認されたので、今

後の保全・活用を考える上で、測量や地質調査を行い、詳細な地質構造や地形的な特徴を把握する必要

がある。また、古墓や御嶽の状況把握、遺跡調査などについても今後必要と考えられる。」

２．調査の目的

　調査の目的は、イシジャーの地形を詳細に把握し、各古墓の位置や基数、保存状況等を確認すること
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第３節　安仁屋区の調査成果

第Ⅳ - ２図　イシジャー地形測量図

であった。これまでは、古墓の分布状況を把握することができる図面等はなく、保護調整のための基礎

的な資料がなかった。しかし、平成 27 年 3 月に西普天間住宅地区が返還され、その後に予定される跡

地利用計画や各開発工事等との調整資料として文化財の状況を把握する必要性が生じたため、今回の分

布調査を行うこととなった。

　調査の方法としては、幹回り 5cm 以上の樹木や貴重植物を残しつつ下草を伐採し、微地形を把握す

るために 25cm コンター（等高線）での詳細測量を行うとともに、古墓やその他石積等の遺構の目視
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観察を実施した。位置座標については試掘坑座標と同様に、日本測地系（旧座標）を使用し、各古墓の

情報については、個別に観察シートを作成している。

３．成果概要

　今回の調査により、78 基の古墓が確認された（第Ⅳ - ２図イシジャーの地形測量図参照）。墓の種

別としては、石灰岩岩盤を掘り込んで形成した掘込墓が 58 基（袖墓含む）、次いで平葺墓が 8 基、岩

陰墓が 7 基、亀甲墓 4 基、不明 1 基が確認されている。古墓の多くは、すでに改葬済みで空墓となっ

ており、開口された墓口から墓室内部を覗いても蔵骨器や遺骨は確認できなかった。一部、イシジャー

流域古墓群の北側フェンス側に位置する第 12 号墓（掘込墓）は、墓口は空いているものの、墓室内

には 8 基の蔵骨器（ボージャー）が並び、未改葬であることが確認された。その他、墓口が閉じてい

るものや墓口側に埋没して詳細不明な墓が９基あり、内部に蔵骨器等が残存する可能性がある。

　古墓群の分布状況としては、石灰岩堤がより発達している東側の丘陵沿いに多く分布しており、掘

込墓などの小規模なものは、イシジャーの渓谷地形である崖面を背にして立地し、概ね地形に沿った

配置となっている。亀甲墓や平葺墓など大型の墓については、流域から外れた北東端や南西側のやや

地形的に開けた地点において立地している。墓の向き（方位）は特に規則性は見出せず、構築する場

所の地形（崖の形状など）に合わせた造りとなっており、掘込墓だけでなく大型の亀込墓などにも同

様の傾向が見られる。

　古墓群として利用された時期は、蔵骨器が確認できた 12 号墓を参考にすると、「乾隆拾四年（1749

年）」まで遡ると思われる。戦後、基地建設のために強制的に接収されながらも比較的自由に出入りで

きたというが、それも 1950 年代に墓立ち退き命令があり、その多くが改葬されたのであろう。

　平成 27 年 7 月に、当該地区のゾーニングについて庁議決定がなされ、イシジャーエリアについては

公園（緑地）として保存されることとなった。その理由としては、中部圏においては珍しい石灰岩堤や

渓谷地形の他、県指定天然記念物を含む貴重な動植物が生息していることなどが挙げられている。文化

財側からも、これらの地形を含めて多くの古墓が所在することやさらに古い時代の遺跡が存在する可能

性などもあり、現状保存を要望していたところである。結果として残されることとなったこのエリアに

ついては、今後どのような形で利活用することができるかが課題となっている。今回の調査成果につい

て、当該地区の跡地利用計画や公園整備計画を進める市開発部局等に対して情報提供を行い、文化財保

護の視点から遺跡の整備・活用方法を提案していくことが求められる。また、今回の調査箇所は本来の

遺跡（周知の埋蔵文化財包蔵地）の一部であり、当該遺跡は北側部分が地区外（キャンプ瑞慶覧）に続

いている。引き続き、表面踏査等の分布調査を実施する必要がある。

註 1：『平成 19 年度：キャンプ瑞慶覧地区　重要文化財保存整備実施計画作成業務　報告書』

　　　宜野湾市教育委員会　2008 年

註 2：『平成 26 年度：西普天間住宅地区　重要文化財保存整備基本計画更新業務　報告書』

　　　宜野湾市教育委員会　2015 年
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１～８号墓周辺　石積周辺遺跡

15 号墓北隣　厨子甕（遠景）

２号墓西隣　石積

１～８号墓周辺　サラサバティ

１～８号墓周辺　サラサバティ

15号墓北隣　厨子甕

２号墓西隣　石積

１～８号墓周辺　イモガイ

図版Ⅳ - ５　遺構記録写真１
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16 号墓北東隣　厨子甕（遠景）

37号墓西隣　石厨子散布（遠景）

35号墓北西隣　洞穴

23号墓南隣　平坦面

16号墓北東隣　厨子甕

37号墓西隣　石厨子散布

35号墓北西隣　洞穴（内部）

23号墓南隣　平坦面

図版Ⅳ - ６　遺構記録写真２
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第３節　安仁屋区の調査成果

55 号墓南東隣　イモガイ（遠景）

60号墓南東隣　岩陰

55号墓南東隣　古墓？周辺

55号墓南東隣　古墓？（遠景）

55号墓南東隣　イモガイ

60号墓南東隣　岩陰

55号墓南東隣　サザエ

55号墓南東隣　古墓？

図版Ⅳ - ７　遺構記録写真３
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64 号墓北東隣　イノシシ頭蓋骨（遠景）

イシジャー右岸下流　平坦面下段

イシジャー右岸下流　平坦面中段

イシジャー右岸下流　平坦面上段

64号墓北東隣　イノシシ頭蓋骨

イシジャー右岸下流　コンクリート片

イシジャー右岸下流　平坦面中段

イシジャー右岸下流　平坦面上段

図版Ⅳ - ８　遺構記録写真４
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MN-14

2014.10.07

 52.6315

32 67 47

100 130 50

 32043.4195  27057.2690

MN-0

2014.10.07

 52.8090

10 34 5

57 82 26

 32043.8835  27055.8275
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第３節　安仁屋区の調査成果

MN-324

2014.10.07

 52.6855

22 99 59

110 185 90

 32043.1485  27054.4910

MN-228

2014.10.07

 52.6510

33 57 23

52 71 12

 32041.0855  27050.3235
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第Ⅳ章　分布調査の成果

MN-294

2014.10.07

 52.7500

36 57 20

43 69 22

 27049.6025 32040.4040

MN-290

2014.10.07

 52.6990

30 52 28

60 94 29

 32039.4325  27049.1130
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第３節　安仁屋区の調査成果

MN-348

2014.10.08

 43.7485

24 37 27

95 91 24

 32017.5530  27012.9755

MN-12

2014.10.08

 42.2150

551 608

100 61 86

305 328 111

2 1 1

 32019.8640  27001.9430
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MN-16

2014.10.03

 41.6235

23 88 60

106 150 59

 32008.8965  26991.0120

MN-28

2014.10.03

 40.0505

42 58 102

310 222 124

1 1 1

 32011.7260  26983.5365
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MN-24

2014.10.08

 37.6115

30 66 58

88 143 42

 31997.9340  26999.8220

MN-4

2014.10.03

 35.8340

19 90 30

60 11 32

 31995.9695  26997.0180
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MN-70

2014.10.10

 56.2965

368 590

76 64 85

253 133 164

3 1 1

 31992.0470  27129.6785

MN-26

2014.10.10

 54.0755

600 685

73 62 71

450 279 161

5 1 1

 27109.4640 31993.2115
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MN-110

2014.10.10

 52.4735

562 513

71 65 108

240 214 108

2 1 1

 32011.8910  27090.5360

MN-130

2014.10.10

 54.7145

70 150 74

156 137 56

 32015.6875  27092.7565
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MN-22

2014.10.10

 43.7610

488 600

82 65 92

296 277 140

3 2 2

 32009.0205  27038.9745

MN-300

2014.10.08

 43.6735

12 51 46

52 61 41

 32007.6950  27036.5625
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MN-30

2014.10.08

 44.1120

210 310

25 45 65

131 128 83

 32008.2560  27034.6755

MN-22

2014.10.10

 45.5495

475 597

73 65 84

256 140 146

 32010.0765  27046.2325
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MN-156

2014.10.10

 53.6890

280 290

25 58 48

137 152 55

 31965.0340  27075.9539

MN-162

2014.10.03

 51.8720

327 460

63 64 99

150 175 112

 31962.3460

 27061.4610
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MN-150

2014.10.10

 53.1065

370 246

30 46 18

51 72 19

 31964.6090  27064.9730

MN-200

2014.10.10

 41.8217 27061.0015 31975.8195
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MN-156

2014.10.10

 46.5105

445 153

79 64 103

406 286 154

5 1 1

 31975.3845  27057.5085

MN-146

2014.10.10

 47.6475

366 570

75 62 39

156 137 56

 31974.1505  27053.1010
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MN-156

2014.10.10

 47.7195

366 570

63 67 72

205 153 103

1

 27051.0495 31972.3540

MN-160

2014.10.10

 48.4685

258 405

28 77 63

102 165 103

 31971.8045  27048.8300
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MN-144

2014.10.09

 46.7045

192 340

33 100 92

146 256 91

 31970.2485  27041.3250

MN-140

2014.10.09

 46.4105

360 480

44 59 89

252 300 122

1 1 1

 31967.1230  27039.8325
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MN-188

2014.10.09

 47.0525

180 28

80 103 64

 31966.3870  27037.3255

MN-106

2014.10.09

 48.6435

114 382

53 82 46

93 158 30

 31954.4865  27030.6630
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MN-62

2014.10.09

 42.9035

73 63 50

246 258 106

 31951.0525  27018.3365

MN-42

2014.10.09

 45.9480

128 229

285 340 162

 27028.6740 31942.1590



─ 107 ─

第３節　安仁屋区の調査成果

MN-56

2014.10.09

 42.6495

40 116 67

 31936.6610  27029.4390

MN-108

2014.10.09

 43.7185

60 70 270

118 136 209

1

 31933.3300  27034.5455
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MN-100

2014.10.10

 42.5135

116 112

184 80 64

 27034.8650 31929.5075

MN-40

2014.10.09

 44.2905

354 330

186 189

220 190 233

 31927.1680  27038.4725
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MN-70

2014.10.09

 45.0950

66 84

52 60

80 105 61

 31922.7725  27042.6230

MN-46

2014.10.18

 43.2375

115 180

480 354 160

 31907.7540  27052.1175



─ 110 ─

第Ⅳ章　分布調査の成果

MN-62

2014.10.20

 48.9890

68 51 116

243 298 147

 31902.4565  27067.4300

MN-130

2014.10.09

 48.0180

70 184 53

 31898.2850  27067.9960
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MN-66

2014.10.18

 44.0140

210 294

190 232 100

 31885.1725  27073.6680

MN-6

2014.10.09

 42.3085

140 92

115 123 87

 27077.3165 31879.0765
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MN-72

2014.10.09

 47.1605

270 510

210 252

545 171 181

 31853.1900  27119.0570

MN-30

2014.10.09

 46.1195

270 290

40 79 125

142 257 165

1

 31847.8375  27121.1880
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MN-34

2014.10.23

 50.8855

100 200

60 88 103

212 423 107

1

 27156.1325 31804.4945

MN-72

2014.10.23

 52.1810

90 300 87

325 351 170

 31799.8550  27160.1005
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MN-154

2014.10.23

 53.4930

69 111

90 70 36

 31795.9215  27162.2145

MN-6

2014.10.22

 57.8020

160 104

160 194 110

1

 31793.6660  27164.1070
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MN-120

2014.10.22

 61.7560

52 47

94 45 34

 31788.3350  27170.3615

MN-94

2014.10.23

 61.6660

90 87 163

510 263 126

 31782.3090  27174.7530
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MN-114

2014.10.22

 61.2735

66 42 61

136 187 134

 31780.1245  27174.0765

MN-68

2014.10.22

 55.4390

124 85

111 128 75

 31755.3485  27180.2330
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MN-64

2014.10.22

 55.3505

310 330

46 62 70

186 200 175

1

 31752.8525  27180.1845

MN-152

2014.10.22

 63.0900

119 278

68 100 65

125 205 72

 31737.9570  27156.5455
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MN-228

2014.10.22

 62.9750

103 186

36 110 45

80 132 48

 31740.3850  27155.8045

MN-248

2014.10.22

 48.2370

94 111 83

172 270 117

 31834.1970  27107.5425
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MN-172

2014.10.20

 52.4280

110 97

200 80 130

 31843.8375  27087.9465

MN-170

2014.10.20

 50.8380

100 144

190 190 131

 31845.5825  27089.0505
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MN-242

2014.10.20

 47.2600

32 126 85

112 174 113

 31873.1720  27055.4260

MN-200

2014.10.22

 41.8605

117 102

126 100 74

 31891.2775  27041.1515
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MN-248

2014.10.22

 42.1570

93 113

170 134 101

 31893.3465  27038.6075

MN-218

2014.10.18

 40.4475

40 147 162

380 220 135

 31905.7135  27029.7240
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MN-242

2014.10.18

 40.7090

70 140 65

147 158 84

 31912.9540  27021.4040

MN-212

2014.10.18

 42.0600

96 34

110 114 45

 31914.1185  27015.5680
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MN-158

2014.10.10

 42.1825

430 420

40 300 77

160 237 108

 31900.1225  26970.5920

MN-176

2014.10.18

 42.5985

635 520

 26958.1705 31893.2925
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MN-218

2014.10.18

 42.7825 31892.8870  26940.5800

MN-102

2014.10.10

 48.5145 31980.6095  27058.8335
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第３節　安仁屋区の調査成果

MN-154

2014.10.09

 46.8635

25 34 10

31 31 13

 31971.7345  27041.9165

MN-6

2014.10.18

 43.7690

54 119

60 70 86

 31909.3895  27050.6065
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MN-42

2014.10.27

 44.5205

146 190

165 110 124

 31876.4495  27082.9230

MN-106

2014.10.24

 59.9955

60 25

150 130 50

 31826.5620  27146.9210
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MN-62

2014.10.23

 47.4175

79 90 82

 31855.5135  27117.1735

MN-210

2014.10.07

 53.3850

23 58 29

55 54 18

 32050.6000  27077.7745
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第３節　安仁屋区の調査成果

図版Ⅳ - ９　12 号墓　厨子甕（身・蓋）1

厨子甕配置状況（数字は厨子甕番号）

３号　ボージャー厨子　蓋内面銘書

２号　ボージャー厨子　蓋内面銘書

１号　ボージャー厨子　蓮華文線刻１号　ボージャー厨子　正面

２号　ボージャー厨子　正面

３号　ボージャー厨子　正面

厨子甕配置状況（数字は厨子甕番号）
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第Ⅳ章　分布調査の成果

図版Ⅳ -10　12 号墓　厨子甕（身・蓋）2

４号　ボージャー厨子　蓮華文線刻

５号　ボージャー厨子　内部５号　ボージャー厨子　正面

４号　ボージャー厨子　正面

書銘面内　号１蓋面外　号１蓋

蓋　２号　内面蓋　２号　外面
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第３節　安仁屋区の調査成果

図版Ⅳ -11　12 号墓　厨子甕（身・蓋）3

８号　ボージャー厨子　蓋内面銘書

７号　ボージャー厨子　蓋内面銘書

８号　ボージャー厨子　正面

７号　ボージャー厨子　正面

６号　ボージャー厨子　正面６号　ボージャー厨子　外面

２号　ボージャー厨子　窯印 ７号　ボージャー厨子　窯印
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第Ⅴ章　自然科学分析

第Ⅴ章　自然科学分析

第１節　はじめに 

　西普天間住宅地区は、沖縄県中頭郡北谷町および宜野湾市にまたがるキャンプ瑞慶覧内に所在する。

西普天間が所在する市域では、島尻層群の上位に琉球石灰岩が覆い、比較的平坦な段丘が形成されてい

る。キャンプ瑞慶覧でも、この平坦面を中心に米国海兵隊の施設が増設されている。これまで、宜野湾

市域の基地内においては、普天間基地を中心に多くの調査および自然科学分析を実施しており、データ

を蓄積してきた ( パリノ・サーヴェイ株式会社 ,2005,2006a,2006b,2007 など )。付近には、新城下原

第 2 遺跡が知られており、無文土器、爪形文土器、人骨、獣骨、貝殻、材、種子などの遺物が多数出

土している ( 沖縄県埋蔵文化財センター ,2006)。本調査区の一部も、新城下原第 2 遺跡の包蔵地内に

かかっている。

　本報告では、堆積層や遺構の年代、周辺の古植生や植物利用状況、および土壌特性に関する情報を得

ることを目的として、放射性炭素年代測定、花粉分析・微粒炭分析、植物珪酸体分析、微細物分析、土

壌理化学分析・粒度分析を実施する。

第 2 節　層序と試料

　調査対象のキャンプ瑞慶覧 ( 西普天間住宅地区 ) 一帯は、琉球層群からなる更新世の段丘面上に位置

する。宜野湾市域では、更新世の段丘面が中位段丘上位面 ( 標高 90m 以上 )・下位面 (50 ～ 90m) と低

位段丘上位面 (30 ～ 40m)・下位面 (10 ～ 30m) の 4 面に区分されている ( 上原 ,2000)。今回対象とし

た試掘坑は、低位段丘上位面 ( ズケ 17-J8- ノ、ズケ 17-J9- オ、ズケ 25-E3- テ、ズケ 25-F1- キ )、お

よび低位段丘下位面 ( ズケ 19-H2- ネ ) に位置する。以下、試掘坑ごとの層序を述べる。

1.　ズケ17-J8- ノ（新城大道原第一遺跡）

　上位から、Ⅰ a 層、Ⅰ b-1 層～Ⅰ b-3 層、Ⅰ e-1 層、Ⅱ a-1 層～Ⅱ a-4 層に分層される。Ⅰ a 層は黒

褐色の砂混じりシルトからなる表土である。Ⅰ b-1 層～Ⅰ b-3 層はにぶい黄褐～暗褐色の砂質シルトか

らなり、島尻マージを母材とした整地土である。Ⅰ b-1 層は腐植化が進んでいる。Ⅰ e-1 層はにぶい黄

褐色の砂質シルトからなり、旧耕作土を母材とした撹乱層とされている。Ⅱ a-1 層、Ⅱ a-2 層は褐～灰

黄褐色の砂質シルトからなる旧耕作土で、塊状をなし、Ⅱ a-1 層の上部は造成の影響で削平を受ける。

Ⅱ a-3 層、Ⅱ a-4 層はにぶい黄褐色の粘土質シルトからなる旧耕作土で、Ⅱ a-4 層のほうが泥質になる。

また、西壁の床面にはピット状遺構も確認されている。

　分析試料は、北壁断面より 8 点 ( 試料番号 1 ～ 8)、西壁床面より 2 点 ( 試料番号 9,10) を採取し

ている。

2.　ズケ17-J9- オ（新城大道原第一遺跡）

　上位から、Ⅰ a 層、Ⅰ b-2 層、Ⅰ b-3 層、Ⅷ層に分層される。Ⅰ a 層は黒褐色の砂混じりシルトから

なる表土である。Ⅰ b-2 層、Ⅰ b-3 層は褐～暗褐色の砂質シルトからなり、島尻マージを母材とした整

地土である。Ⅷ層は石灰岩からなる基盤層で、上部は造成の影響で削平を受ける。また、試掘坑底面の

石灰岩にドリーネ状の洞穴洞口と思われる亀裂があり、洞穴内に土砂の堆積が認められた。上部は造成



─ 133 ─

第２節　層序と試料

の影響を受けている可能性があるが、下部は自然堆積と想定された。堆積物は暗灰褐色の砂質シルトか

らなり、炭化物などが含まれる。

　分析試料は、洞穴内堆積層より 3 点 ( 上位から試料番号 1 ～ 3) を採取している。

3.　ズケ25-E3- テ（喜友名山川原第八遺跡）

　本地点からは、埋没した墓が確認された。土層は、上位からⅠ a 層、Ⅰ b-1 層、Ⅰ b-2 層、Ⅰ d-1 層、

Ⅷ層に分層される。Ⅰ a 層は黒褐色の砂混じりシルトからなる表土である。Ⅰ b-1 層、Ⅰ b-2 層はにぶ

い黄褐～暗褐色の砂質シルトからなり、島尻マージを母材とした整地土である。Ⅰ b-1 層は腐植化が進

んでいる。Ⅰ d-1 層は浅黄色の砂質シルトからなる整地土で、造成に伴い破壊された石灰岩を母材とす

る。Ⅷ層は石灰岩からなる基盤層である。墓は、Ⅷ層を削って作られており、墓の床面には、暗灰褐色

の砂質シルトの堆積が認められ、墓が利用されていた当時の表土の可能性がある。

　分析試料は、墓の床面より 2 点 ( 試料番号 1,2) を採取している。

4.　ズケ25-F1- キ（喜友名山川原第八遺跡）

　上位から、Ⅰ a 層、Ⅰ b-1 層、Ⅰ b-2 層、Ⅱ a-1 層～Ⅱ a-4 層、Ⅱ b 層、Ⅱ c 層、マージ ? 層に分層される。

Ⅰ a 層は黒褐色の砂混じりシルトからなる表土である。Ⅰ b-1 層、Ⅰ b-2 層は灰黄褐～暗褐色の砂質シ

ルトからなり、島尻マージを母材とした整地土である。Ⅰ b-1 層は腐植化が進んでいる。Ⅱ a-1 層、Ⅱ

a-2 層はにぶい黄褐～褐色の砂質シルトかなり、塊状をなす旧耕作土である。Ⅱ a-1 層上部は造成の影

響で削平を受ける。Ⅱ a-3 層、Ⅱ a-4 層は褐色の粘土質シルトからなり、上位の耕作土に比べて泥質に

なる。Ⅱ b 層、Ⅱ c 層はにぶい黄褐色のシルト質粘土からなる旧耕作土で、Ⅱ c 層のほうが泥質になる。

マージ ? 層は黄褐色のシルト質粘土からなる。

　分析試料は、南壁断面より 13 点 ( 試料番号 1 ～ 13) を採取している。

5.　ズケ19-H2-ネ（新城下原第二遺跡近接地）

　本地点は低地部にあたる。土層は、上位からⅠ a 層、Ⅰ c 層、Ⅱ a 層、Ⅱ b-1 層、Ⅱ b-2 層、Ⅱ c 層、

Ⅱ d 層、Ⅱ e 層に分層される。Ⅰ a 層は黒褐色の砂混じりシルトからなる表土、Ⅰ c 層は橙色の砂混

じり粘土質シルトからなる整地土である。Ⅱ a 層は黒色のシルトからなる耕作土で、未分解の植物遺体

を多く含む。Ⅱ b-1 層、Ⅱ b-2 層はオリーブ黄～灰オリーブ色の砂混じり粘土質シルト～シルトからな

り、新しい時期の水田層と想定される。Ⅱ b-2 層からは、近世の遺物も出土している。Ⅱ c 層はオリー

ブ黄色のシルト質砂で、本試掘坑にのみ確認された間層である。下部水田と上部水田の境界となってい

る。Ⅱ d 層は黄褐色の砂混じり粘土質シルトからなり、点状および線状の酸化鉄が認められる。グス

ク時代の水田層と想定される。Ⅱ e 層は黒褐色の粘土質シルトからなり、耕作の痕跡などが確認できな

いことから、湿地堆積物 ( 自然堆積物 ) と想定される。なお、Ⅱ e 層以深の状況確認のため、深掘りを

実施したところ、深度 4m 付近 ( 試掘坑底面より 2m 付近 ) まで粘土質シルトが続くが、4m 付近で円

礫を含む砂層となる。この砂層には木片が多量に混在し、大きなものは 30cm を超える。なお、いず

れも加工の痕跡は認められなかった。

　分析試料は、北壁断面より 11 点 ( 試料番号 1 ～ 11)、および深掘り内より 3 点 (3.4m、4m 付近上部、

4m 付近下部 ) を採取している。
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1.　放射性炭素年代測定

　分析試料は AMS 法で実施する。試料表面の汚れや付着物をピンセット、超音波洗浄などにより物理

的に除去する。次に塩酸や水酸化ナトリウムを用いて、試料内部の汚染物質を化学的に除去する ( 酸―

アルカリ―酸処理：AAA)。その後超純水で中性になるまで洗浄し、乾燥させる。なお、アルカリ処理

は、0.001M ～ 1M まで濃度を上げ、試料の様子をみながら処理を進める。1M の水酸化ナトリウムで

処理が可能であった場合は AAA と記す。一方、試料が脆弱で 1M の水酸化ナトリウムでは試料が損耗し、

十分な炭素が得られないと判断された場合は、薄い濃度の水酸化ナトリウムの状態で処理を終える。そ

の場合は AaA と記す。

　精製された試料を燃焼して CO2 発生させ、真空ラインで精製する。鉄を触媒とし、水素で還元して

グラファイトを生成する。処理後のグラファイト・鉄粉混合試料を内径 1mm の孔にプレスし、測定試

料とする。

　測 定 は タ ン デ ム 加 速 器 を ベ ー ス と し た 14C-AMS 専 用 装 置 を 用 い て、14C の 計 数、13C 濃 度

(13C/12C)、14C 濃度 (14C/12C) を測定する。AMS 測定時に、標準試料とバックグラウンド試料の測

定も行う。

　δ 13C は試料炭素の 13C 濃度 (13C/12C) を測定し、基準試料からのずれを千分偏差 (‰ ) で表した

ものである。

　放射性炭素の半減期は LIBBY の半減期 5,568 年を使用する。また、測定年代は 1950 年を基点と

した年代 (BP) であり、誤差は標準偏差 (One Sigma;68%) に相当する年代である。測定年代の表示方

法は、国際学会での勧告に従う (Stuiver and Polach,1977)。また、暦年較正用に一桁目まで表した値

も記す。

　暦年較正に用いるソフトウエアは、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV7.1.0、較正

曲線は Intcal13(Reimer et al.,2013) である。

　暦年較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が 5568 年として算出された年代値に対し、過

去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変動、及び半減期の違い (14C の半減期

5730 ± 40 年 ) を較正することによって、暦年代に近づける手法である。較正のもとになる直線は暦時

代がわかっている遺物や年輪 ( 年輪は細胞壁のみなので、形成当時の 14C 年代を反映している ) 等を

用いて作られており、最新のものは 2013 年に発表された Intcal13(Reimer et al.,2013) である。また、

較正年代を求めるソフトウエアはいくつか公開されているが、今回は CALIB を用いる。なお、年代測

定値に関しては、国際的な取り決めにより、測定誤差の大きさによって値を丸めるのが普通であるが

(Stuiver and Polach,1977)、将来的な較正曲線ならびにソフトウエアの更新に伴う再計算ができるよう

にするため、表には丸めない値 (1 年単位 ) を記す。また、中央値は、確率分布の面積が二分される値

を年代値に換算したものである。

2.　花粉分析・微粒炭分析

　試料 10cc を正確に秤り取り、水酸化カリウムによる泥化、篩別、重液 ( 臭化亜鉛，比重 2.3) による

有機物の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス ( 無水酢酸 9，濃硫酸 1 の混合液 ) 処

理による植物遺体中のセルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。処理後の

第Ⅴ章　自然科学分析

第 3節　分析方法
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第３節　分析方法

残渣を定容してから一部をとり、グリセリンで封入してプレパラートを作製し、400 倍の光学顕微鏡

下でプレパラート全面を走査して、出現する全ての種類を対象に 200 個以上同定・計数する ( 化石の

少ない試料ではこの限りではない )。同定は、当社保有の現生標本や島倉 (1973)、中村 (1980a)、藤木・

小澤 (2007)、三好ほか (2011) 等を参考にする。

　結果は同定・計数結果の一覧表、および花粉化石群集の分布図として表示する。図中の木本花粉は木

本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基数として、百分率で

出現率を算出し図示する。なお、基数が 100 個未満のものは、統計的に扱うと結果が歪曲する恐れが

あるので、出現した種類を＋で表示するにとどめておく。

　また、花粉プレパラート中に含まれる微粒炭 ( 微細な炭化植物片 ) の含量が、自然植生に対する人類

干渉の指標として有効であるとされていることから ( 安田 ,1987 など )、試料中に含まれる微粒炭の含

量も求める。微粒炭は花粉プレパラート内に残存するものを対象とし、同定基準は山野井 (1996)、井

上ほか (2002) 等を参考にする。計数は、山野井 (1996) などを参考にし、長径が約 20μm 以上の微粒

炭を対象とし、それ以下のものは除外する。微粒炭数および花粉・胞子数は、山野井 (1996) などを参

考とし、分析土壌量 (cc)、分析残渣量 (ml)、プレパラート作成量 (μl) を測定し、堆積物 1cc あたりに

含まれる個数を一覧表に併せて示す。この際、有効数字を考慮し、10 の位を四捨五入して 100 単位に

丸め、100 個未満は「<100」で表示する。

3.　植物珪酸体分析

　各試料について過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重液分離法 ( ポリタングステン酸ナトリウム，比

重 2.5) の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。これをカバーガラス上に滴下・

乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパラートを作製する。400 倍の光学顕微鏡下

で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部 ( 葉身と葉鞘 ) の葉部短細胞に由来した植物珪酸体 ( 以

下、短細胞珪酸体と呼ぶ ) および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体 ( 以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ ) を、

近藤 (2010) の分類を参考に同定し、計数する。

　分析の際には、分析試料の乾燥重量、プレパラート作成に用いた分析残渣量を正確に計量し、乾土

1g あたりの植物珪酸体含量 ( 同定した数を乾土 1g あたりの個数に換算 ) を求める。

　結果は、植物珪酸体含量の一覧表で示す。その際、100 個 /g 未満は「<100」で表示する。各分類

群の含量は 10 の位で丸め (100 単位にする )、合計は各分類群の丸めない数字を合計した後に丸めて

いる。

4. 微細物分析

　試料の質および分析目的に応じて、以下の方法を実施する。結果は一覧表で示し、確認された遺物類

の定性的な量比を「+」で示す。

・ズケ 17-J19- オ、ズケ 25-F1- キ

　試料から炭化物等の微細遺物を可能な限り壊さず回収するために、試料の重量を量り、肉眼観察で確

認された炭化物等の遺物を抽出後、常温乾燥させる。水を満たした容器内に乾燥後の試料を投入し、容

器を傾けて浮いた炭化物を粒径 0.5mm の篩に回収する。容器内の残土に水を入れて軽く攪拌し、容器

を傾けて炭化物を回収する作業を炭化物が浮かなくなるまで繰り返す（約 20 回）。残土を粒径 0.5mm
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の篩を通して水洗する。水洗後、水に浮いた試料 ( 炭化物主体 ) と水に沈んだ試料 ( 砂礫主体 ) を、そ

れぞれ粒径 4mm、2mm、1mm、0.5mm の篩に通してシャーレに移し、常温乾燥させる。

・19-H2- ネ

　試料から種実遺体を分離・抽出するために、試料を水に浸して容積と重量を量り、粒径 0.5mm の篩

を通して水洗する。水洗後、水に浮いた試料 ( 植物片主体 ) と水に沈んだ試料 ( 砂礫主体 ) を、それぞ

れ粒径 4mm、2mm、1mm、0.5mm の篩に通し、粒径別にシャーレに移す。

5.　土壌理化学分析・粒度分析

　土壌理化学分析は、pH(H2O)、有機炭素、全窒素、全鉄・全マンガン、ジチオナイト可溶鉄・マンガン、

酸性シュウ酸塩可溶鉄、MI(Melanic index)、粒径組成はピペット法を行う。pH(H2O) はガラス電極法、

有機炭素量はチューリン法、全窒素量は硫酸分解－水蒸気蒸留法、全鉄および全マンガンはフッ化水素

酸分解－原子吸光法 ( 土壌標準分析・測定法委員会 ,1986)、MI は腐植簡易分析法 ( 本名・山本 ,1992)

に従う。また、酸性シュウ酸塩可溶鉄、ジチオナイト可溶鉄およびマンガンについて Acid-oxalate 法、

Holmgren 法 (Reeuwijk,1986) に従い抽出し、原子吸光法により定量した後、永塚 (1973) の方法によ

り遊離酸化鉄の活性度・結晶化指数を算出する。以下に各項目の操作工程を示す。

　試料調製は、試料を風乾後、土塊を軽く崩して 2mm の篩で篩い分ける。この篩通過試料を風乾細土

試料とし、分析に供する。また、風乾細土試料の一部を振動ミル ( 平工製作所製 TI100；10ml 容タン

グステンカーバイト容器 ) で微粉砕し、微粉砕試料を作成する。風乾細土試料については、105℃で 4

時間乾燥し、分析試料水分を求める。

　pH(H2O) は、風乾細土 10.0 ｇをはかりとり、25ml の蒸留水を加えてガラス棒で撹拌する。30 分間

放置後、再びガラス棒で懸濁状態とし、pH メーター ( ガラス電極法 ) で pH(H2O) を測定する。

　有機炭素（腐植）は、粉砕土試料 0.010 ～ 2.000g を 100ml 三角フラスコに正確に秤とり、0.4N ク

ロム酸・硫酸混液 10ml を正確に加え、約 200℃の砂浴上で正確に 5 分間煮沸する。冷却後、0.2% フェ

ニルアントラニル酸液を指示薬に 0.2N 硫酸第一鉄アンモニウム液で滴定する。滴定値および加熱減量

法で求めた水分量から乾土あたりの有機炭素量 (Org-C 乾土 %) を求める。これに 1.724 を乗じて腐植

含量 (%) を算出する。

　全窒素は、粉砕土試料 1.000 ～ 2.000g をケルダール分解フラスコに秤とり、分解剤約 3.0g と硫

酸 10ml を加え加熱分解する。分解後、蒸留水約 30ml を加え放冷した後、分解液全量を供試し水蒸気

蒸留法によって窒素を定量する。この定量値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりの全窒素量

(T-N%) を求める。また、有機炭素量を全窒素量で除し、C/N( 炭素率 ) を算出する。

　全鉄、全マンガンは、微粉砕試料約 0.50g をテフロンビーカーに精秤し、硝酸（HNO3）5ml および

過塩素酸（HClO4）5ml を加え、時計皿で覆い、サンドバス上で有機物を分解する。過塩素酸の白煙が

激しく出てきた後、過塩素酸 5ml とフッ化水素酸（HF）10ml を加え、内容物を蒸発乾固させる。放冷後、

6N 塩酸（HC ｌ）5ml、硝酸 1ml を加え加熱し、内容物を軽く溶解させた後、蒸留水 30ml を加え、内

容物を完全に溶解させる。放冷後、100ml に定容する。この定容液を適宜希釈し、原子吸光光度計に

より鉄 (Fe) およびマンガン (Mn) の濃度を測定する。測定値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あた

りの鉄 (Fe%) およびマンガン (Mn%) の含量を求める。

　ジチオナイト可溶鉄・マンガン (Holmgren 法 ) は、微粉砕試料 500mg に DCB 抽出液 30ml を添加

第Ⅴ章　自然科学分析
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して 16 時間振とうする。振とう後、0.4% 高分子凝集剤を 2 滴加えて軽く振とうした後、遠心分離する。

上澄み液の一定量を蒸留水で希釈し、干渉抑制剤を加えた後、原子吸光光度計により鉄 (Fe) およびマ

ンガン (Mn) の濃度を測定する。測定値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりの鉄 (Fe%) および

マンガン (Mn%) の含量を求める。

　酸性シュウ酸塩可溶鉄 (Acid-oxalate 法 ) は、微粉砕試料 300mg に 0.2M 酸性シュウ酸塩溶液 (pH3)

を 30ml 加え、暗所で 4 時間振とうする。振とう後、0.4% 高分子凝集剤を 2 滴加えて軽く振とうした

後、3000rpm で 15 分間遠心分離する。上澄み液の一定量を蒸留水で希釈し、干渉抑制剤を加えた後、

原子吸光光度計により鉄 (Fe) の濃度を測定する。測定値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あたり

の鉄 (Fe%) の含量を求める。

　MI(Melanic Index) による腐植簡易分析は、炭素 50mg に相当する微粉砕試料 ( 但し、5.0g を上限

とする ) を 50ml 容遠心管に入れ、分注器で 0.5%NaOH 溶液約 25ml を加える。遠心管に蓋をして

テープで密封し、室温で 1 時間振とうした後、0.1% 高分子凝集剤溶液 1 ～ 2 滴を加え、よく振り

混ぜた後、4,000rpm、15min の遠心分離で抽出腐植溶液を得る。吸光度の測定は、得られた抽出腐

植溶液約 1ml を試験管にとり、0.1%NaOH 溶液 20ml を分注器で加え (NaOH の濃度は約 0.1% とな

る )、分光光度計により 450、520nm の吸光度を測定する (450nm の吸光度が 1 を越えた試料は、さ

らに 0.1%NaOH 溶液で希釈して測定 )。測定は抽出後、3 時間以内に行い、結果の表示を MI(=K450/

K520) で示す。

　粒径組成 ( ピペット法 ) は、風乾細土試料 10.00g に 30% 過酸化水素水を加え、熱板上で有機物を分

解する。分解終了後、遠心洗浄を行い、脱塩した後、蒸留水約 400ml と分散剤 (8% ヘキサメタリン酸

ナトリウム )10ml を加え、撹伴しながら 20 分間音波処理を行う。この懸濁液を 500ml 沈底瓶に移し、

蒸留水で 500ml に定容する。

　沈底瓶を 1 分間激しく振り、直ちに静置して所定の時間に 5cm の深さから懸濁液 10ml を採取する。

採取懸濁液は蒸発乾固させ、秤量する ( シルト・粘土の合量 )。さらに、所定の時間が経過した後、沈

底瓶から懸濁液を 5cm の深さから 10ml 採取し、蒸発乾固させ、秤量する ( 粘土含量 )。沈底瓶に残っ

たシルト・粘土はサイフォンを使ってすべて洗い流し、その残査を乾燥・秤量する ( 砂含量 )。これ

を 0.2mm φの篩で篩い分け、篩上の残留物を秤量する ( 粗砂含量 )。これら測定値をもとに粗砂 (2.0-

0.2mm)・細砂 (0.2-0.02mm)・シルト (0.02-0.002mm)・粘土 (0.002mm 以下 )4 成分の合計を 100 とす

る各成分の重量 % を求め、国際法によって土性区分を行う。

第 4節　結果

1.　放射性炭素年代測定

　同位体効果による補正を行った測定結果を第Ⅴ - １表に、暦年較正結果を第Ⅴ - ２表に示す。試料の

測定年代 ( 補正年代 ) は、ズケ 17-J8- ノの試料番号 7 が 970±20BP、試料番号 9 が 650±20BP、ズ

ケ 17-J9- オの試料番号 3 が 1,460 ± 30BP、ズケ 25-E3- テの試料番号 2 が 110±20BP、ズケ 25-F1-

キの試料番号 3 が 500 ± 20BP、試料番号 6 が 990±20BP、試料番号 11 が 1,080±20BP、ズケ

19-H2- ネの試料番号 3 が 220 ± 20BP、試料番号 11 が 330±20BP、4m 付近下部が 1,970±20BP の

値を示す。
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　測定誤差を 2 σとして計算させた結果、ズケ 17-J8- ノの試料番号 7 は calAD 1,018 ～ 1,152、試

料番号 9 は calAD 1,283 ～ 1,390、ズケ 17-J9- オの試料番号 3 は calAD 561 ～ 646、ズケ 25-E3- テ

の試料番号 2 は calAD 1,683 ～ 1,929、ズケ 25-F1- キの試料番号 3 は calAD 1,409 ～ 1,442、試料

番号 6 は calAD 996 ～ 1,150、試料番号 11 は calAD 898 ～ 1,016、ズケ 19-H2- ネの試料番号 3 は

calAD 1,646 ～ 1,950( 以降 )、試料番号 11 は calAD 1,488 ～ 1,640、4m 付近下部は calBC 37 ～

calAD 72 である。

　暦年較正の中央値は、ズケ 17-J8- ノの試料番号 7 が calAD 1,089、試料番号 9 が calAD 1,357、ズ

ケ 17-J9- オの試料番号 3 が calAD 605、ズケ 25-E3- テの試料番号 2 が calAD 1,838、ズケ 25-F1- キ

の試料番号 3 が calAD 1,425、試料番号 6 が calAD 1,033、試料番号 11 が calAD 973、ズケ 19-H2-

ネの試料番号 3 が calAD 1,778、試料番号 11 が calAD 1,565、4m 付近下部が calAD 29 である。

2.　花粉分析・微粒炭分析

　結果を第Ⅴ - ３表、第Ⅴ - １図に示す。花粉化石の産出状況は、地点や試料により大きく異る。

ズケ 17-J9- オの試料番号 3 は花粉化石がほとんど検出されず、検出される花粉化石の保存状態も悪い。

堆積物 1cc あたりの花粉・胞子数は 100 個未満であり、木本花粉のマツ属、草本花粉のイネ科が、わ

ずかに認められる程度である。

　微粒炭数も、堆積物 1cc あたり 100 個未満である。微粒炭の形態は、いずれも母材の推定が難しい

不明型であった。

　ズケ 25-F1- キの試料番号 1 ～ 13 も、花粉化石がほとんど、あるいは全く検出されず、花粉・胞子

数は試料番号 10 で約 100 個 /cc、それ以外はいずれも 100 個未満である。検出された花粉化石は、

試料番号 10 でイネ科、タンポポ亜科が確認されたのみである。

微粒炭数は、試料番号 10 で約 1,400 個 /cc と最も多く、次いで試料番号 1 で約 400 個 /cc、試料番号 3,6

で約 200 個 /cc、試料番号 8,13 は 100 個未満である。微粒炭の形態は、いずれも母材の推定が難しい

不明型であった。

　ズケ 19-H2- ネでは、花粉化石が多く検出され、堆積物 1cc あたりの花粉・胞子数は約 500 ～ 4,400

個 /cc であった。花粉化石は、4m 付近下部以外の 6 試料から豊富に検出され、保存状態も普通～やや

第Ⅴ章　自然科学分析

第Ⅴ - １表　放射性炭素年代測定結果
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第Ⅴ - ２表　暦年較正結果
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第Ⅴ - ３表　花粉分析・微粒炭分析結果
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良好である。群集組成をみると、木本花粉は試料番号 1 ～ 11 で類似しており、マツ属が優占する。そ

れ以外ではソテツ属、ヤマモモ属、コナラ属アカガシ亜属、シイ属、エノキ属－ムクノキ属等を伴う。3.4m

では木本花粉は少ないものの、マツ属、カラスザンショウ属、サガリバナ属、イボタノキ属などが認め

られる。4m 付近下部ではマツ属、カラスザンショウ属が、わずかに検出される程度である。

　草本花粉やシダ類胞子をみると、試料番号 1 ではガマ属、イネ科が多く産出し、カヤツリグサ科、

アカザ科等を伴う。試料番号 3 ～ 11 ではイネ科が多産し、カヤツリグサ科、ミズアオイ属、サナエタ

デ節－ウナギツカミ節、アカザ科、ナデシコ科、ヨモギ属、キク亜科、タンポポ亜科等を伴う。ミズア

オイ属以外にも、オモダカ属、デンジソウ属、ミズワラビ属などの水湿地生植物が確認された。3.4m

ではカヤツリグサ科が顕著に多産し、イネ科、ミズアオイ属、サナエタデ節－ウナギツカミ節などが認

められる。4m 付近下部からは、草本花粉は 1 個体も産出しなかった。なお、試料番号 3 ～ 3.4m で多

産するイネ科には、栽培種であるイネ属に形態の類する個体 ( 以下、イネ属型とする ) も比較的多く含

まれている。イネ科全体に占めるイネ属型の割合は、試料番号 3 で約 23.5%、試料番号 5 で約 21.8%、

試料番号 8 で約 41.3%、試料番号 11 で約 32.7%、3.4m で約 37.6% であった。

　花粉化石・シダ類胞子以外では、試料番号 3,11 から、寄生虫の卵である回虫卵が認められた。

　微粒炭数は、試料番号 3 で約 7,000 個 /cc と最も多く、試料番号 1 で約 300 個 /cc と最も少ない。

微粒炭の形態は、ほとんどが母材の推定が難しい不明型であったが、試料番号 3 から分野壁孔などの

木材組織を持つタイプとイネ科由来とされる波状構造を持つタイプが、試料番号 8 と 3.4m からイネ科

由来とされる波状構造を持つタイプが、わずかに確認された。

3.　植物珪酸体分析

　結果を第Ⅴ - ４表に示す。多くの試料から植物珪酸体が検出されるものの、概して検出個数が少ない。

また保存状態も悪く、表面に多数の小孔 ( 溶食痕 ) が認められる。

ズケ 17-J9- オの試料番号 3 では、植物珪酸体が全く検出されない。検鏡したプレパラート内には、鉱

物粒子の散在がみられるだけである。

第Ⅴ章　自然科学分析
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　ズケ 25-F1- キの試料番号 1 ～ 13 では、植物珪酸体含量にばらつきがみられる。すなわち、試料番

号 13 が 100 個 /g 未満、試料番号 1,8,10 で 1,000 個 /g 未満、試料番号 3,6 で最も多くて約 2,400 個

/g と約 2,600 個 /g である。検出される分類群は、試料番号 1,13 で少なく、分類群を特定できない不

明などがみられるに過ぎない。他の試料では、タケ亜科やススキ属、イチゴツナギ亜科もみられる。ま

た試料番号 3,6 では栽培植物であるイネ属や栽培種を含む分類群であるコムギ連も産出する。イネ属に

は珪化組織片として穎珪酸体や短細胞列も検出される。また、試料番号 6,8 ではイネ科起源と共に樹木

起源 ( クスノキ科 ) もみられる。

　ズケ 19-H2- ネでは、試料番号 1 で植物珪酸体が全く検出されず、他の試料も試料番号 3 を除いて植

物珪酸体含量が少ない。すなわち、試料番号 3 で約 1,600 個 /g であるが、他の試料では 100 ～ 700

個 /g 程度である。検出される分類群も試料番号 3 を除いて少なく、分類群を特定できない不明やタケ

亜科、ススキ属、イチゴツナギ亜科がわずかあるいは稀にみられるに過ぎない。試料番号 3 ではタケ亜科、

ススキ属、イチゴツナギ亜科がとともにイネ属も産出する。

4.　微細物分析

　結果を第Ⅴ - ５表に示す。分析に供された 14 試料 7,308g の微細物洗い出しより、植物遺体 ( 種実、

炭化種実、針葉、木材、炭化材、蘚苔類、植物片 )、動物遺体 ( 虫類、二枚貝類、巻貝類、貝類、骨片 )、

砂礫類などが確認され、ズケ 17-J19- オ、ズケ 25-F1- キと 19-H2- ネとで組成が大きく異なる。

　ズケ 17-J19- オおよびズケ 25-F1- キでは、砂礫類を主体とし、炭化材、炭化種実、骨片が確認され

る。ズケ 25-F1- キの試料番号 3 では焼土 ? を含む。その他に、炭化していない植物片や虫類が確認さ

れたが、これらは後代の混入と判断される。炭化材は、7 試料より確認され、ズケ 25-F1- キの試料番

号 10 でやや多い。炭化種実は、ズケ 25-F1- キの 3 試料 ( 試料番号 1,3,6) より確認され、栽培種のイ

ネ ( 試料番号 6) やコムギ ( 試料番号 1,3) を含む。骨片は、2 試料 ( ズケ 17-J19- オの試料番号 3、ズケ

25-F1- キの試料番号 1) より微量確認される。

　19-H2- ネでは、種実、炭化種実、針葉、木材、炭化材、蘚苔類、植物片、虫類、二枚貝類、巻貝類、貝類、

砂礫類が確認され、種実や植物片、巻貝類を主体とする。種実類は、試料番号 5 ～ 4m 下部付近で多く、

特に試料番号8,11および3.4mで極めて多い。多量の水湿地生植物から成り、栽培種のイネが確認される。

第Ⅴ - ５表　微細物洗い出し結果
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5.　土壌理化学分析・粒度分析

　結果を第Ⅴ - ６表に示す。ズケ 17-J19- オの試料番号 3 をみると、土色は 7.5YR4/6 褐と黒色味に欠

ける。pH（H2O）は 8.2 と強アルカリ性を示す。腐植含量は 0.81% と少なく、全窒素は 0.10% であり、

C/N 比は 5 と窒素の割合が多い。MI は検出されなかった。また、鉄の形態分析からは、活性度が低く、

結晶化指数がやや高いことが示された。マンガンは 0.11% 含まれる。粒径組成から得られる土性は HC

（重埴土）と粘質な土壌であり、シルト含量が少ない。

　ズケ 25-F1- キの試料をみると、土色は試料番号 13 を除いて 10YR3/3 暗褐～ 10YR4/3 にぶい黄褐

を呈し、やや暗色を呈するが、試料番号 13 では 10YR4/6 褐と黒色味に欠ける。pH（H2O）は 7.4 ～

7.8 と微アルカリ性から弱アルカリ性を示し、全試料で大きな差異はない。腐植含量は試料番号 13

で 0.57% と少なく、他の試料では 1.00 ～ 1.34% と同様である。全窒素は 009 ～ 0.11% とほぼ同様

であり、C/N 比は試料番号 13 で 4 と小さく、他の試料では 6 ～ 8 である。MI は全試料で検出され

なかった。

　また、鉄の形態分析からは全鉄量が試料番号 13 で 7.08% と多く、他の試料は 5.41 ～ 5.98% と一定

である。また活性度は 0.07 ～ 0.14 と小さく、結晶化指数は 0.5 以上で一定してやや高い。マンガン

は試料番号 13 では 0.14%、他の試料では 0.22 ～ 0.32% と多く含まれる。粒径組成から得られる土性

は試料番号 13 で HC と粘質な土壌であり、シルト含量は少ない。他の試料は LiC（軽埴土）と粘質な

土壌であるが、細砂画分やシルト画分も多く含まれる。

　19-H2- ネの試料をみると、土色は試料番号 1 で 10YR3/1 黒褐と暗色であり、他の試料は 2.5Y4/1

灰～ 5Y5/2 灰オリーブと灰色味がかった土色である。pH（H2O）は試料番号 1 で 7.3 と微アルカリ性

を呈し、他の試料では 7.7 ～ 8.1 と弱アルカリ性から強アルカリ性を示す。腐植含量は試料番号 1 で

24.1% と特徴的に多く、他の試料においても 1.74 ～ 5.6% と比較的多い。全窒素量は試料番号 1 で 1.18%

と多く、他の試料でも 0.14 ～ 0.27% と腐植含量に相応し、C/N 比は 7 ～ 12 を示す。MI は試料番号

1 でのみ僅かに認められ、Rp 型を示す。鉄の形態分析からは、試料番号 1,11,3.4m,4m 付近下部で活

性度が 0.4 を超え、中でも 3.4m と 4m 付近下部で 0.8 と高い。他の試料は 0.25 ～ 0.31 と低い。結晶

化指数は、活性度が 0.4 に届かない試料番号 3,5,8 及び、わずかに活性度が 0.4 を超えた試料番号 1,11

で 0.28 ～ 0.45 とやや高い試料である。他の特徴的に活性度の高い 3.4m と 4m 付近下部では 0.1 以下

と低い。マンガンは 4m 付近下部で 0.21% と保持するが、他の試料では 0.05~ ～ 0.12% とバラつきが

ある。粒径組成から得られる土性は試料番号 1,3 で HC と粘質な土壌であり、シルト画分も多い。他の

試料は LiC である。試料番号 5,8 では同様の組成を示し、粘土画分がやや少ない。試料番号 11,3.4 ｍ ,4m

付近下部では同様の組成を示す。

第 5節　考察

1.　ズケ17-J8- ノ

　放射性炭素年代測定結果をみると、Ⅱ a-3 層 ( 試料番号 7) は補正年代で 970±20BP、暦年代で 11

世紀前半～ 12 世紀中頃 (calAD 1,018 ～ calAD 1,152、中央値 calAD 1,089)、西壁床面のピット状遺構

より抽出された炭化物 ( 試料番号 9) は補正年代で 650±20BP、暦年代で 13 世紀末～ 14 世紀末 (calAD 

1,283 ～ calAD1,390、中央値 calAD 1,357) の値を示した。よって、Ⅱ a-3 層はグスク時代以前 ( 原グ

スク時代 ) の堆積層であり、西壁床面のピット状遺構はグスク時代以降の可能性が指摘される。
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2.　ズケ17-J9- オ

　試掘坑底面に認められた洞口内の堆積物 ( 試料番号 3) の放射性炭素年代は、補正年代で 1,460±

30BP、暦年代で 6 世紀後半～ 7 世紀中頃 (calAD 561 ～ calAD 646、中央値 calAD 605) の値を示した。

このことから、洞穴内堆積物は、貝塚時代後期頃のものと推定される。

　植物化石についてみると、木本類のマツ属、草本類のイネ科の花粉がわずかに認められる程度で、植

物珪酸体は全く検出されていない。微細物分析でも少量の種実と植物片、骨片、中量の炭化材が認めら

れる程度である。これらは土壌とともに洞穴内に流入したと考えられるが、元々取り込まれにくい環境

であった可能性が高い。少なくとも当時の周辺に、マツ属などの木本類、イネ科などの草本類の生育が

窺える。

　一方、土壌特性のうち、遊離鉄の存在形態は、自然環境条件の違いにより種々さまざまな化合物を形

成する。土壌中で二次的に生成した非ケイ酸塩態の鉄化合物を遊離鉄という。遊離鉄化合物は、非晶質・

結晶質の 2 つの異なった形態で存在し、酸性シュウ酸塩可溶鉄は主に非晶質を、ジチオナイト可溶鉄

は非晶質の鉄に加えて、ゲータイト・ヘマタイトを溶解するため、差し引きにより結晶質鉄の尺度とみ

なすことができる。また、鉄の活性度は、酸性シュウ酸塩可溶鉄とジチオナイト可溶鉄の比から表し、

主要な土壌生成過程の一つである遊離酸化鉄の結晶化の尺度として用いる。結晶化指数とは、ジチオナ

イト可溶鉄から酸性シュウ酸塩可溶鉄を差し引き、全鉄との比により表す。遊離鉄の結晶化を伴った風

化あるいは土壌生成の発達程度を表す尺度として用いる。遊離鉄の活性度と結晶化指数を用いて、褐色

森林土と黄褐色森林土、赤色土を判別することができる。洞穴内の堆積物は、鉄の形態より赤色土に分

類される。遊離酸化鉄のうちに結晶質部分の占める割合が特に大きく、非晶質鉄の存在が少ないことが

あげられ、結晶化が進んでいる。また、炭酸塩の反応を見るテストにより強い発泡を確認したため、ア

ルカリ化の原因が石灰であることが示される。粒径組成が HC と粘土質であるが、一般的な島尻マージ

よりシルト分が少なく、細砂分が含まれることから、風化作用等の土壌生成作用がやや進んでいない土

壌であると考えられる。

3.　ズケ25-E3- テ

　埋積されていた墓が利用されていた当時の表土と推測される床面土壌 ( 試料番号 2) の放射性炭素年

代測定結果は、補正年代で 110 ± 20BP、暦年代で 17 世紀後半～ 20 世紀前半 (calAD 1,683 ～ calAD 

1,929、中央値 calAD 1,838) の値を示した。よって、この墓は、近世～近代のものと推定される。

4.　ズケ25-F1- キ

　放射性炭素年代測定結果をみると、Ⅱ c 層 ( 試料番号 11) は補正年代で 1,080±20BP、暦年代で 9

世紀末～ 11 世紀前半 (calAD 898 ～ calAD1,016、中央値 calAD 973)、Ⅱ a-4 層 ( 試料番号 6) は補正

年代で990±20BP、暦年代で10世紀末～11世紀前半(calAD 996～calAD 1,150、中央値calAD 1,033)、

Ⅱ a-3 層 ( 試料番号 3) は補正年代で 500 ± 20BP、暦年代で 15 世紀初頭～ 15 世紀中頃 (calAD 1,409 ～

calAD 1,442、中央値 calAD 1,425) の値を示した。よって、Ⅱ c 層～Ⅱ a-3 層は、9 世紀末～ 15 世紀

中頃の堆積物と推定される。

　植物化石についてみると、花粉化石はⅡｃ層 ( 試料番号 10) から、草本類のイネ科、タンポポ亜科が

わずかに認められる程度であり、種実遺体もⅡ a-4 層 ( 試料番号 6) ～Ⅱ a-1 層 ( 試料番号 1) で少量認

第Ⅴ章　自然科学分析
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第５節　考察

められる程度である。植物珪酸体も、各試料で概して検出された分類群や個数が少なかった。亜熱帯湿

潤気候のもとでは、堆積物中で珪酸分を含む無機成分の溶脱作用が起こる ( 松井 ,1988)。また、植物

珪酸体は、湿潤な土壌や土壌温度が高い堆積物の方が植物珪酸体の風化の度合いが高いとされている

( 近藤 ,1988)。これらの点を考慮すれば、埋積後の植物珪酸体が溶解しやすく、多くが消失した可能性

がある。検出された植物珪酸体は埋積した量が多く、残留しやすかったと考えられる。ズケ 25-F1- キ

で検出された植物珪酸体の分類群からは、マージ ? 層 ( 試料番号 13) やⅡ a-1 層を除いた各土層が形成

された頃に、少なくともタケ亜科やススキ属、イチゴツナギ亜科などのイネ科が生育していたと考えら

れる。Ⅱ b 層 ( 試料番号 8) やⅡ a-4 層ではイネ科起源と共に樹木起源 ( クスノキ科 ) も検出され、樹木

の生育も窺える。

　なお、Ⅱ a-4 層やⅡ a-3 層 ( 試料番号 3) からは、栽培植物であるイネ属の植物珪酸体・珪化組織片

などが検出されており、Ⅱ a-4 層からは炭化したイネの穎も検出されている。よって、当該期の調査区

内や周辺で栽培されていた可能性が考えられる。また、Ⅱ a-4 層やⅡ a-3 層からは、コムギ連の短細胞

珪酸体が検出されており、Ⅱ a-3 層やⅡ a-1 層からはコムギも確認されている。よって、稲作だけでな

く、ムギ栽培も想定される。

　微粒炭はあまり含まれいないが、Ⅱ c 層で約 1,400 個 /cc とやや多い。土壌中に含まれる微粒炭は、

人間活動と密接に関係していることが知られており、その変化は人為活動の変化を反映している場合が

多く認められる ( 例えば安田 ,1987; 山野井 ,1996; 井上ほか ,2002)。このことを踏まえると、Ⅱ c 層堆

積時の周辺で、人為活動が活発化した可能性がある。

　一方、土壌特性をみると、Ⅱ c 層～Ⅱ a-1 層のいずれも赤色土に分類される。遊離酸化鉄のうちに結

晶質部分の占める割合が特に大きく、非晶質鉄の存在が少ないことがあげられ、結晶化が進んでいる。

他の分析結果と合わせてみると、Ⅱ c 層～Ⅱ a-1 層では同様の土壌であり、生成環境や堆積様相は大き

くみると同様であることが示される。ただし、腐植含量や鉄の形態の結果から、Ⅱ c 層～Ⅱ b 層とⅡ

a-4 層～Ⅱ a-1 層の間で若干の相違があり、環境変化に相違がある可能性が示唆される。前述のように

Ⅱ a-4 層～Ⅱ a-1 層でイネやコムギなどの栽培種が認められることから、この差は耕作などの人為的な

影響を反映している可能性がある。また、マージ ? 層ではⅡ c 層～Ⅱ a-1 層とはやや異なる土壌である

ことを示し、ズケ 17-J19- オの洞穴内堆積物と同様の粒径組成や鉄・マンガンの結果を示したことから、

両試料共に同様の島尻マージを母材とした堆積土であると考えられる。

5.　ズケ19-H2-ネ

　放射性炭素年代測定結果をみると、4m 付近下部は補正年代で 1,970±20BP、暦年代で calBC 37 ～

calAD 72( 中央値 calAD 29)、Ⅱ e 層 ( 試料番号 11) は補正年代で 330±20BP、暦年代で 15 世紀後半～

17 世紀中頃 (calAD 1,488 ～ calAD 1,640、中央値 calAD 1,565)、Ⅱ b-1( 試料番号 3) は補正年代で

220 ± 20BP、暦年代で 17 世紀中頃～現代 (calAD 1,646 ～ calAD 1,950( 以降 )、中央値 calAD 1,778)

の値を示した。Ⅱ b-2 層から近世の遺物が出土している事とも矛盾しない。よって、4m 付近下部～Ⅱ

b-1 層は、約 2,000 年前～近代の堆積物と推測される。

　植物化石についてみると、最下位の 4m 付近下部では、花粉化石、植物珪酸体はほとんど検出され

ず、わずかにマツ属、カラスザンショウ属などの木本類が確認されたことから、約 2,000 年前の周辺に、

これらの木本類の生育が窺える。
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　3.4m になると、花粉化石では圧倒的に草本類の割合が高く、カヤツリグサ科の多産が顕著である。

その他ではイネ科、ミズアオイ属、アカザ科などが認められる。ミズアオイ属は水湿地生草本であり、

多産するカヤツリグサ科やイネ科にも水湿地に生育する種が含まれる。微細物分析でも種実遺体が多

量に検出され、水湿地生植物が多く認められている。わずかに認められる木本類にも、マングローブ

上流域の湿地環境に生育するサガリバナ属が検出されている。よって、3.4m の堆積時には、カヤツ

リグサ科を主体とした水湿地生草本が生育する湿地環境が広がっていたと推測され、海岸林や二次林

などのしてのマツ属やマキ属が分布し、それらの林縁にはカラスザンショウ属やイボタノキ属なども

生育していたと思われる。なお、多産するイネ科には、栽培種の可能性があるイネ属型が確認され、

イネ科全体に占めるイネ属型の割合は約 38% を示した。既存の調査事例によると、イネ科花粉に占

めるイネ属の割合が 30% 以上を示すと、現在のような集約的稲作が近傍で行われていたとされてい

る ( 中村 ,1980b)。微細物分析からも、イネの穎が確認されたことから、当該期での稲作の可能性が

指摘される。ただし、カヤツリグサ科が優占する群集組成を考慮すると、稲作は近傍の別の場所で行

われていた可能性が高い。

　湿地堆積物とされるⅡ e 層、グスク時代水田とされるⅡ d 層 ( 試料番号 8)、および近代の水田とさ

れるⅡ b-2 層 ( 試料番号 5) ～Ⅱ b-1 層では、花粉群集組成が類似しており、草本類ではイネ科が最も

多く産出する。植物珪酸体の産状を考慮すると、これらのイネ科にはタケ亜科やススキ属、イチゴツナ

ギ亜科などが含まれていると思われる。その他ではカヤツリグサ科、サナエタデ節－ウナギツカミ節、

アカザ科、ナデシコ科、ヨモギ属、キク亜科、タンポポ亜科などが認められる。これらは開けた明るい

場所に生育する種が含まれることから、調査地周辺の草地植生を反映していると推測される。また、ミ

ズアオイ属やオモダカ属、デンジソウ属、ミズワラビ属などの水湿地生草本・シダ類も確認された。前

述のようにイネ科やカヤツリグサ科のほか、セリ科などにも水湿地に生育する種が含まれる。対象層が

湿地や水田の可能性が指摘されている。イネ科花粉中のイネ属型の割合は、Ⅱ e 層で約 33%、Ⅱ d 層

で約 41%、Ⅱ b-2 層で約 22%、Ⅱ b-1 層で約 24% であり、前述の中村 (1980b) の事例に基づくと、Ⅱ

e 層およびⅡ d 層で同等以上、Ⅱ b-2 層およびⅡ b-1 層でやや少ない程度である。また、Ⅱｄ層からは

イネの穎が、Ⅱ b-1 層からイネ属の短細胞珪酸体がそれぞれ検出されたことも踏まえると、当該期の調

査地点あるいはその極近傍で稲作が行われており、検出された水湿地生草本・シダ類は、水田内に生育

していた可能性もある。

　木本類ではマツ属が優占し、亜属まで同定できたものの殆どがマツ属複維管束亜属であった。沖縄

県で自生するマツ属複維管束亜属はリュウキュウマツ 1 種であることから、検出されたマツ属の多く

もリュウキュウマツに由来すると思われる。リュウキュウマツは、海岸沿いから山地部まで、広く分

布することから、調査地周辺に生育していたことが窺える。また、海岸沿いにはソテツ属などが、周

囲の森林にはコナラ属アカガシ亜属やシイ属、ヤマモモ属などからなる常緑広葉樹林が分布していた

と推測され、ミカン科、フヨウ属、ウコギ科、イボタノキ属など、豊富な樹種から構成されていたと

考えられる。

　未分解の植物遺体を多く含む耕作土とされるⅡ a 層 ( 試料番号 1) では、木本類に大きな変化はない

ことから、周辺には引き続き同様の森林植生が分布していたと推測される。草本類では同様にイネ科

が多産するが、下位層で多く認められたイネ属型は全く認められず、水湿地生のガマ属も顕著に多産

する。このことから、Ⅱａ層では水田が放棄され、ガマ属などの湿生植物が生育する環境になった可

第Ⅴ章　自然科学分析
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能性がある。

　微粒炭数についてみると、その増減は、基本的に花粉・胞子数を同様の傾向を示すことから、微粒炭

数の変化は堆積環境の変化を反映している可能性が高い。ただし、Ⅱ b-1 層では花粉・胞子数に比べ微

粒炭数が増加することから、人為活動の変化を反映している可能性がある。

　一方、土壌特性をみると、Ⅱ d 層～Ⅱ b-1 層の 3 試料は黄褐色森林土、4m 付近下部～Ⅱ e 層、Ⅱ a

層の 4 試料は褐色森林土に分類される。中でも 4m 付近下部と 3.4 ｍでは、特徴的に活性度が高く、結

晶化指数は低い。このことから遊離酸化鉄中に含まれる非晶質成分が多いことがわかる。よって、4 ｍ

付近下部及び 3.4m では還元状態を呈しており、地下水等による湛水の影響が考えられ、その結果 4 ｍ

付近下部ではマンガンの溶脱集積が起きたものと捉えられる。また、3.4m 層位で腐植含量が増加して

いることから、植物遺体等の混入が示唆される。

　粒径組成からは、4m 付近下部～Ⅱ e 層が同様の組成を示す。また、黄褐色森林土に分類された 3 試

料では、Ⅱ d 層とⅡ b-2 層が同様の組成を示すが、Ⅱ b-1 層はこれらと組成が異なり、Ⅱ b-1 層の方が

細粒分が多く各鉄量も多い。このことから、Ⅱ d 層およびⅡ b-2 層とⅡ b-1 層で生成・堆積環境が異な

ると考えられる。Ⅱ b-2 層およびⅡ b-1 層では、試料確認時に糸根状の斑紋が観察されたことから、水

田等による湛水環境などの水による影響があった可能性が考えられる。これは調査所見と植物化石分析

結果とも矛盾しない。ただし、上述した要因よりⅡ b-1 層生成期では、粘土化や結晶化などの土壌生成

作用が進む環境であったと推測される。

　Ⅱ a 層では、腐植含量が特徴的に多いが、窒素の割合も多く、C/N が 12 と一般的な値であり、粘土

含量も多く、未分解有機物が少ないことが示される。また、MI が唯一検出されたが、腐植の発達程度

は弱い。

　以上のことから、本地点の土壌特性を見る限り、4 ｍ付近下部～Ⅱ e 層、Ⅱ d 層～Ⅱ b-2 層、Ⅱ b-1 層、

Ⅱ a 層の 4 段階で、土壌生成環境の変化が起きたと考えられる。
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1 . ソテツ属(ズケ19-2H-ネ;3) 2 . コナラ属アカガシ亜属(ズケ19-2H-ネ;11)
3 . ガマ属(ズケ19-2H-ネ;1) 4 . カヤツリグサ科(ズケ19-2H-ネ;8)
5 . アカザ科(ズケ19-2H-ネ;3) 6 . マツ属(ズケ19-2H-ネ;8)
7 . サガリバナ属(ズケ19-2H-ネ;3.4ｍ) 8 . ミズアオイ属(ズケ19-2H-ネ;8)
9 . イネ科(イネ属型)(ズケ19-2H-ネ;8) 10 . イネ科(ズケ19-2H-ネ;8)
11 . ヨモギ属(ズケ19-2H-ネ;8) 12 . デンジソウ属(ズケ19-2H-ネ;11)
13 . 微粒炭(木本由来)(ズケ19-2H-ネ;3) 14 . 微粒炭(草本由来)(ズケ19-2H-ネ;3)

図版Ⅴ - １　花粉化石・シダ類胞子・微粒炭

図版
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1 . イネ属短細胞珪酸体(ズケ19-2H-ネ;3) 2 . ススキ属短細胞珪酸体(ズケ19-2H-ネ;3)
3 . コムギ連短細胞珪酸体(ズケ25-F1-キ;3) 4 . イネ属機動細胞珪酸体(ズケ25-F1-キ;3)
5 . タケ亜科機動細胞珪酸体(ズケ25-F1-キ;6) 6 . ススキ属機動細胞珪酸体(ズケ25-F1-キ;3)
7 . イネ属穎珪酸体(ズケ25-F1-キ;3) 8 . コムギ連穎珪酸体(ズケ25-F1-キ;3)
9 . 樹木起源(クスノキ科)(ズケ25-F1-キ;6)

図版Ⅴ - ２　植物珪酸体
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1.  状況写真(ズケ17-J19-オ;3)

3.  状況写真(ズケ25-F1-キ;6)

5.  状況写真(ズケ19-2H-ネ;11)

2.  状況写真(ズケ25-F1-キ;3)

4.  状況写真(ズケ19-2H-ネ;8)

6.  状況写真(ズケ19-2H-ネ;3.4m)

図版Ⅴ - ３　微細物洗い出し状況写真

図版
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第 1節　はじめに

　今回の報告は、平成 26 年度から平成 27 年度にかけて宜野湾市教育委員会（以下、市教委）が西普

天間住宅地区跡地内で実施した予備調査（分布調査、試掘・確認調査）の成果報告である。西普天間住

宅地区跡地は、「沖縄に関する特別行動委員会（SACO）」によって平成 8 年に返還が合意されたキャン

プ瑞慶覧の一部であり、当時から文化財調査が未調査であったハウジングエリアの試掘調査の必要性が

指摘されてきた。平成 25 年 4 月に日米両政府が共同発表した「沖縄における在日米軍施設・区域に関

する統合計画」により、当該地区が速やかに返還される区域となり、同年 6 月には日米合同委員会によっ

て返還の合意がなされ、平成 27 年 3 月末に返還されることとなった。返還後は地権者への引き渡し前

に沖縄防衛局（以下、局）による支障除去措置（土壌汚染除去や不発弾探査など）が実施されることが

「沖縄県における駐留軍用地跡地の有効かつ適切な利用の推進に関する特別措置法」（補足１）に明記さ

れ、当該地区跡地において実施される不発弾経層探査が埋蔵文化財に影響を及ぼすことから事前に文化

財の有無を把握するための試掘調査が急務とされた。試掘調査の実施及びその成果については前章まで

に報告したとおりである。

　本章では、調査成果について遺跡ごとにとりまとめ、分布調査については地区別で報告する。また、

当該地区の文化財の取扱い協議や今後の課題についても触れて総括とする。

第 2節　試掘調査の成果について

１．新城上殿遺跡

　新城上殿遺跡（旧称新城下殿遺跡）は、当該地区の北端にある標高約 30m の石灰岩丘陵縁辺に所在

する。平成 26 年度に試掘調査を行い、5 箇所でグスク時代相当のピット（柱穴含む）や溝、土坑を検

出した。遺跡の南側は米軍基地造成により地山面まで削平されていることが判明。遺構は地山である島

尻マージ（赤土）層の上面で検出されている。遺物は主に中国産陶磁器が多く出土している。遺跡北側

については、基地造成工事から免れて旧地形が残存しており、包含層及び遺構についても良好に残って

居る可能性が高い。遺跡一部は返還地外（フェンス外）にまで延びている。今回の調査結果により、遺

跡の範囲を南側へ大きく拡張している。本遺跡は、新城の発祥と古集落移動に関連する遺跡として、新

城出身の民俗学者である佐喜真興英著書の『シマの話』（1925 年）に記述されている。調査区域より

北側には、現在も屋敷囲いの石垣や道らしき地形がみられる。ただし、かつての拝所であるウィーヌトゥ

ンやシチャヌトゥンについては、今回の予備調査では確認できず、米軍による造成工事等により消失し

たものと思われる。

２．新城大道原第一遺跡

　新城大道原第一遺跡は、今回の試掘調査によって新規で発見された遺跡である。遺跡は小字大道原北

側の標高約 40m の丘陵縁辺に位置する。平成 26 年度と平成 27 年度に試掘調査を実施。先史時代か

らグスク時代、近世・近代相当の遺構（ピット群や溝、土坑、集石遺構など）を検出した。遺構の多く

は島尻マージ層の上面で確認されており、戦後米軍によるハウジング建設に伴う造成工事等により、本
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来の地形が大きく改変されていることが判明している。遺跡の種別については、掘立柱建物と思われる

柱穴などのピットが多く検出されていることかから、集落跡と推定される。

３．新城大道原第二遺跡

　新城大道原第二遺跡は今回試掘調査で新規発見された。遺跡は小字大道原の南側、県道 81 号線から

北側 50m 程に位置する。県道との高低差が大きく、想定されたとおり、調査では岩盤が削平されてい

る状況が確認されている。主に近世 ~ 近代相当の遺構（ピットなど）が確認されており、戦前の航空

写真では畑地となっている。遺跡の北側端でグスク時代相当の遺構（ピット 1 基）が検出されているが、

米軍ハウジング建設に伴う段状の地形造成によって岩盤まで削平されており、包含層を含む旧地形は消

失している。碁盤型集落が形成される以前に散在していた住居跡が想定される。

　

４．喜友名山川原第八遺跡

　今回の試掘調査で発見された新規の遺跡である。遺跡は小字山川原の東側、ヤファレーグーフと称さ

れる石灰岩丘陵から東に約 100m の平坦地に所在する。標高は、東側が約 45m、西側が約 42m と西

側へ緩やかに傾斜する地形となっている。平成 27 年度の試掘調査では、グスク ~ 近世、近代相当の遺

構（ピットや溝、土坑など）を検出した。ピットの多くは柱穴と思われるもので、遺跡の種別は集落跡

と推定される。また、遺跡西側には南東―北西方向に延びる迫地が確認された。類似の堆積状況として

は、野嵩タマタ原遺跡がある。

５．喜友名山川原第九遺跡

　平成 27 年度の試掘調査で新規に発見された。遺跡はヤファレーグーフの小丘陵にある喜友名山川原

第五遺跡の南側に隣接し、標高約 50m の石灰岩丘陵縁辺に所在する。試掘調査は、既存建物によって

場所が制限され、遺跡の西側でのみ調査を実施した。時期不明の複数のピットや土器を含む包含層を確

認しているが、遺跡の詳細は不明である。遺跡の範囲については、試掘調査の結果を踏まえ、戦前の航

空写真や大正時代作成の地形測量図を参考にした。遺跡東側について現在は米住宅によって平坦地と

なっているが、本来は岩盤が露出するような小丘陵であったと推定される。

６．喜友名山川原第十遺跡

　平成 27 年度の試掘調査で新規に発見された。標高は約 55m を測る。遺跡は小字山川原の南側、

県道 81 号線から北に約 50m の位置に所在する。2 箇所の試掘坑で石積みと石組の暗渠を検出した。

周辺の試掘坑からは遺構が確認できていないため、遺跡の範囲については遺構が確認された場所を中

心に設定した。県道との高低差が 8m 程あり、遺跡の南側は岩盤まで削平されていることが判明して

いる。

７．新城下原第二遺跡

　遺跡は標高 7m 前後の低地部に位置し、当該地区の北側に遺跡範囲の一部が含まれている。平成 27

年度に試掘調査を実施。結果として、明確な遺構や包含層は確認できなかったが、水田利用時の堆積層

と思われる粘土層が確認された。調査時において、地表面から約 50 ㎝掘削したところで壁面から水が

第Ⅵ章　総括
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染み出し、時間経過とともに調査に影響を及ぼすほど水が溜まる状態となった。そのため、試掘坑の壁

際を深堀りして集水し、壁面観察を行った。本遺跡は、1999 ～ 2004 年に県教育委員会によって緊急

発掘調査が行われている。調査場所は、当該地区の北側約 150m に位置し、グスク時代相当の水田跡

を示す木杭や貝塚後期の貝集積遺構、縄文早期の爪型文土器など貴重な資料が発見されている。

８．普天間石川原第二遺跡

　普天間石川原第二遺跡は、平成 26 年度に試掘調査を実施。2 箇所で遺構が確認された。いずれも近

世～近代が想定される遺構で、沖縄産陶磁器が出土している。第Ⅰ章でも述べたように、試掘調査中に

異常物（ドラム缶）が確認されたことから、調査が中断され、平成 27 年度に市が調査支援を依頼した

県によって試掘調査が再開された。

９．喜友名山川原丘陵古墓群

　本古墓群は、当該地区の西側石灰岩丘陵（標高 38 ～ 55m）に分布する古墓群の総称であり、掘込

墓や亀甲墓など多様な墓が所在する。平成 27 年度に実施した調査において遺跡南側に隣接するハウジ

ングエリアに設定した試掘坑から埋没した古墓が確認された。これらは、米軍による土地造成によって

破壊、埋められたものと思われ、本来の古墓群の範囲が南側にまで広がることが確認された。戦前の航

空写真を見ると試掘坑を設定した場所以外でも墓と思われる箇所がいくつか見られることから、今後も

発見される可能性がある。

第３節　分布調査の成果について

　分布調査は主に 2 箇所の範囲で実施している。安仁屋・新城イシジャー流域古墓群の所在する安仁

屋区内と新城上殿遺跡や喜友名山川原丘陵古墓群の東端に位置する、新城区、喜友名区である。後者は

調査範囲がほぼ新城区になることから、新城区として報告している。

　まず、安仁屋区では、イシジャー古墓群として 78 基の古墓が確認された。亀甲墓や掘込墓、岩陰墓

など多様な古墓が確認されたが、内部に蔵骨器が確認できたものは 12 号墓の 1 基だけである。そのほ

かはほとんどが空墓となっており、内部が確認できなかったものは入口部分が土砂や樹木によって埋没

しているものであった。遺跡は急峻な谷地形となっている両側崖面に多く分布しており、中部では珍し

い石灰岩提やかつて洞穴であったことを窺わせる鍾乳石などがみられるほか、希少な動植物が生息する

など戦前来の自然が残る数少ない貴重な場所である。

　新城区では、新城発祥の地とされる新城上殿遺跡周辺の表面踏査を実施した。その結果、屋敷囲いの

石垣や石切り場、湧水や道跡などが地形として良好に残されていることが判明した。調査した一帯は、

新城上殿遺跡の節でも述べたように、新城集落が現普天間飛行場に所在する新城古集落に移動する以前

にあったとされる新城発祥に関わる場所である。残念ながら、今回の調査では、拝所については消失し

ていることが判明し、新城区のかつてのウブガーとされるシンバルガー（アラグスクフルガー）につい

ては、確認することができなかった。

　両区域は共に米軍による造成工事を免れ、戦前来の旧地形を残す貴重な場所であり、今後も地域の歴

史や文化、市の地形地質を学ぶ学習の場として保存・活用することが必要と思われる。
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　平成 27 年度までに実施した試掘調査結果を踏まえ、当該地区跡地で支障除去措置を予定している沖

縄防衛局（以下、「局」）に対して計画の変更について協議を行った。具体的には、遺跡範囲内での不発

弾経層探査（※土壌汚染調査と水平探査は実施する）を実施せず地権者へ引き渡しを行い、住宅建築

など個々の土地利用状況に合わせた開発時に不発弾探査及び事前の文化財調査を実施することができ

ないかというものと、局が作成した当該地区跡地全域の不発弾経層探査に伴う想定掘削深度を市教委が

実施した試掘調査成果に基づいて見直しできないかというものである。前者については、このまま局の

計画通り上記探査が行われた場合、当該地区（ハウジングエリア）内に所在するすべての文化財が記録

保存調査によって現地から消失することになるためである。ちなみに個々の土地開発状況に合わせた調

査なら消失範囲は限られる。これは民間地における文化財調査と同様の措置であり、当該地区で適用さ

れても問題ないものと思われた。また、後者については、局による岩盤までの想定掘削深度が十数本の

ボーリングデータのみで計画されており、不発弾を確認するためとはいえ、不要な掘削が発生すること

が想定された。

　しかし、局からは、掘削深度については、不発弾貫入深度を計算して設計しているため、文化財調査

結果による想定掘削深度の計画変更はできないとの回答があった。また、市の開発部署からも当該地区

は跡地利用計画に基づいて土地区画整理事業を実施する予定があり、ゾーニングで予定される開発範囲

（都市公園以外の場所）については地権者へ引き渡しを行う前にすべての支障除去を実施することを局

に求めるという意見が出された。これは、不発弾が残存する可能性を残したまま地権者へ土地の引き渡

しを行うことができず、土地区画整理法上、「換地」ができなくなるとの理由からである（補足２）。こ

れには斜面緑地やイシジャーなどの公園予定地等は含まれていないが、少なくとも開発予定地であるハ

ウジングエリアについてはすべて支障除去措置を実施すること、措置前には記録保存調査を実施するこ

とが大筋で合意された。

　県の協力もあり平成27年度にハウジングエリアの試掘調査は終了した。しかし、局による支障除去（経

層探査）が平成 28 年度から行われること、平成 29 年度末には地権者へ引き渡しを行う必要があること、

そのため支障除去措置の期間が 2 年しかなく、さらに当該エリアの記録保存調査もこの期間内で実施

しなければならないなど、時間的な制約があったため、ほとんどの遺跡で確認調査をすることが出来な

かった。市教委としては止むを得ず記録保存調査の実施について局と協定書を締結し、平成 28 年度か

ら記録保存調査を実施した。

第５節　現時点の文化財状況について

　試掘調査は文化財の所在を確認するために必要な手段であるが、遺跡の広がりや時代、集落跡か生産

遺跡かなどの遺跡の種類、文化層の数やどんな遺構や遺物が出るのかなどの遺跡の詳細を把握するため

には、確認調査が必要とされている（補足３）。今回は上記の理由により確認調査をせずに試掘調査の

成果で遺跡の状況を「想定」することとなった。新規に発見された遺跡については、試掘調査で遺構が

確認された箇所に比較的まとまりがあったことから、旧地形の状況を含めて検討し、遺跡の範囲（想定

される周知の埋蔵文化財包蔵地）を設定した。ただし、本来の遺跡の範囲は今回調査で遺構が確認され

なかった場所においても広がっていた可能性があることは留意しておく必要がある。

　現在（平成 30 年度時点）、ハウジングエリアに所在していた遺跡はほぼすべて記録保存調査が行われ、

第４節　調査成果による文化財の取扱協議について

第Ⅵ章　総括
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局による支障除去措置も終了し、地権者への引き渡しが行われている。今後、跡地利用計画（補足４）

に基づき区画整理事業が行われる予定となっている。しかし、当該地区の西側に所在する斜面緑地エリ

アについては、現在も支障除去の不発弾経層探査は実施されていない。これは、市が跡地利用計画のコ

ンセプトとして掲げる「水・みどり・文化の調和した住環境がつながるまち」における重要項目の一つ

である湧泉群が所在するためである。斜面緑地は、湧泉が所在するだけでなく、湧泉の涵養地（補足５）

としての役割があり、ハウジングエリアと同じような方法で不発弾探査（経層探査）を行った場合、岩

盤を傷つけ、水脈を切って水が枯れるなどの影響が懸念されている。このエリアについても跡地利用計

画では一部が道路や住宅地として計画されており、今後、水脈を切らずに探査が行えるか検討するとい

うことで保留されている。

　なお、斜面緑地エリアの試掘調査について、市より県へ引き続き調査支援の依頼を行っており、平

成 28 年度において県が試掘・確認調査を実施している。その成果については平成 29 年度に報告書が

刊行されている（註１）。また、市教委としては、当該エリアについて引き続き試掘・確認調査を行い、

遺跡の内容を把握することで跡地利用計画を担当する各開発部署と文化財保護及び活用等について適

宜調整していく必要があるとの認識から、平成 28 年度以降も分布調査や試掘調査を行っている。その

調査成果については、次年度以降に改めて報告したい。
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引用・参考文献

註１：沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書第 94 集『基地内文化財８－平成 27・28 年度キャンプ瑞慶覧西普天間住宅地

　　　区試掘・確認調査－』沖縄県立埋蔵文化財センター　平成 30（2018）年 3 月

【補足説明】

補足１：「沖縄における駐留軍用地跡地の有効かつ適切な利用の推進に関する特別措置法」の中で、国は返還が合意された駐

　　　　留軍用地の区域の全部について、返還実施計画を定め、当該計画に基づき所有者等に土地を引き渡す前に、駐留軍の

　　　　行為に起因するものに限らず、土壌汚染・不発弾の除去等の支障除去措置を講ずると明記されている。

補足２：土地区画整理法第 89 条に掲げる照応の原則や換地の平等による。「換地計画において換地を定める場合においては、

　　　　換地及び従前の宅地の位置、地積、土質、水利、利用状況、環境等が照応するように定めなければならない。」

補足３：試掘調査は、文化財の有無確認が主たる目的の調査である。一定間隔で設定し、1 箇所あたり 2m~4m 四方を標準と

　　　　する。確認調査は、試掘等によって確認された遺跡の範囲、内容をより詳細に把握するための調査。遺跡の種別、規模、

　　　　立地条件等に応じて掘削する範囲や本数などを決定する。1 遺跡の確認調査が複数年にまたがる場合もある。

補足４：現跡地利用計画は、平成 25 年度から実施している地権者意向確認のアンケートや地権者説明会での意見等を基に平

　　　　成 26 年度に検討委員会を 2 回開催し、平成 27 年度に策定委員会及び専門部会を開催して議論を重ねた上で、「跡地

　　　　利用計画（案）」及び「付帯事項」を取りまとめ、同年 7 月 21 日に市長宛に答申し、庁議決定なされたものである。

補足５：涵養地（かんようち）…ここでいう「涵養地」は、雨などが地表面から染み込み、地下水となって発達する場所の意

　　　　味であり、湧水の根源としての認識である。この涵養地の状態が湧水にとって非常に重要であり、直接的に影響する

　　　　ものと思われる。
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基地内埋蔵文化財調査報告書７
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